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例  言

1。 本報告書は,高松市東部運動公園 (仮称)整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書第 2冊で,高松市

高松町に所在する奥の坊権現前遺跡 (お くのぼうごんtデんまえいせき)の報告を収録 した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次の通 りである。
高松市高松町奥ノ坊

発掘調査 :平成 9年 2月 10日 ～ 3月 24日

平成 9年 10月 7日 ～平成10年 3月 13日

整理作業 :平成 9年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

3.発掘調査から整理作業及び報告書編集まで高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が

担当 した。

4.発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたつて,下記の関係諸機関ならびに方々からご教示
を得た。記 して厚 く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略 )

香川県教育委員会,(財 )香川県埋蔵文化財調査センター,古高松土地改良区,地元自治会,地元水利組合 ,

大久保徹也,片桐節子,片桐孝浩,囲木健司 ,塩崎誠司 ,丹羽佑一 ,信里芳紀 ,乗松真也,松本和彦 ,

松田重治

5.発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚く謝意を表すものである。(敬称 4・l
大野宏和,川部浩司,信吉純恵,増 田ゆず,山内康郎 (徳島文理大学大学院)

坂東祐介,林田真典,水田貴士,宮地舞子 (徳島文理大学 )

6.本調査に関連 して,以下の業務を業務委託発注により実施 した。
発掘調査掘削工事  (株)瀬戸内コムテック

航空写真沢1量   平成8年度……国際航業 (株 ), 平成9年度……アジア航測 (株 )
遺物写真撮影   西大寺フォト
金属器保存処理  (財 )元興寺文化財研究所

7.挿図として,国土地理院発行1/25,000地形図「高松北部」「高松南部」「五剣山」「志度」を一部改変 し
て使用 した。

8.本報告の高度値は海抜高を表 し,方位は国土座標第Ⅳ系 (日 本測地系)の北を示す。

9,本書で用いる遺構の略号は次の通 りである。
SA:柱穴列 SB:掘立柱建物 SD:溝  SH:竪穴住居 SK:土坑 SO:落ち込み
SP:柱穴 NR:十日ヱ可道

10。 調査は複数年度・複数調査区・複数遺構面になることが想定されたため,遺構番号は調査区番号,遺構

面番号,遺構番号の順に5桁の数字で記載 した。(例 Ⅳ区 。第2遺構面・土坑109=SK42109)

11.発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管 している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 事業全体の経緯と経過
高松市では全市的なレベルでまとまった総合的なスポーツレクリエーシヨン活動拠点 として高松市東部運

動公園 (仮称)の整備が計画され,その基本構想・基本計画が平成 5年度に作成された。運動公園整備予定

地となったのは高松市の東端の丘陵地帯で,高松町の奥ノ坊 。大空 。金川渕地区で,総事業面積は47.2haに

及ぶ広大なものであった。整備予定地内には香川県の弥生後期を代表する大空遺跡をはじめ,奥ノ坊古墳及

びスベリ古墳の存在が知られてお り,こ の他にも未周知の埋蔵文化財が所在する可能性は高いと考えられた。

このため工事に先立ち整備予定地内に所在する埋蔵文化財の取 り扱いについて都市開発部公園緑地課と協議

を行い,事前に試掘調査を実施 し,埋蔵文化財の包蔵状況を明らかにすることで合意 した。

高松市教育委員会では,平成 7年度から用地買収の完了 した土地について試掘調査を実施 した。平成 7年

度では大空古墳 ,金川測古墳,奥 ノ坊 2号墳 (その後の本調査で 3・ 4号墳 も発見)を発見 した。これを受

け,再度都市開発部公園緑地課 と埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行い,発掘調査による記録保存を行

うことで合意 した。試掘調査 はその後 も継続 して行い,平成 9年 度までに整備予定地内に203箇所の トレン

チを掘削した。この試掘調査により,周知の埋蔵文化財包蔵地であった大空遺跡,奥ノ坊古墳,ス ベリ古墳

の 3遺跡については,既にほとんど消滅 しており事前の保護措置の必要がないことが判明した。一方,新た

に奥の坊権現前遺跡 ,奥の坊遺跡,奥の坊奥池西遺跡,大空北遺跡の 4集落遺跡が発見された。新たに発見

された遺跡の総面積は約30,000ドである。これらの遺跡についても順次都市開発部公園緑地課と協議を行い ,

発掘調査による記録朱存を行 うことで合意 した。

一方,運動公園整備については,平成 9年度から決水調整池の工事を行い,平成12年度後半から全体の造

成工事を行うことが予定されていた。このため洪水調整池部分の発掘調査を早期に着手し,平成12年度前半

までに全調査を終えることとした。 調査対象地は遺跡総面積30,000♂ のうち現道及び現水路を除 く約26,910
ポとした。その後,工事計画が変更になり,平成14年度後半から全体造成工事が開始 されることになり,発

掘調査についても14年度前半まで期間を延長できることとなった。このため,当初は掘削深度が深 く,調査

面積も広大で ,調査期間も短いことから,掘削業務を委託発注 して調査を実施 していたが,平成11年度より

比較的掘削深度の浅い部分については直営で調査を行った。

また,平成15年 1月 には運動公園整備工事に使用する粘土を新田町久米池から採取することとなり,同地

に所在する久米池遺跡について工事立会により調査を実施 した。

東部運動公園 (仮称)整備事業に伴 う発掘調査経過

番号 離 調査区 調査期間 ヨ楚 司黄(耐 調査方法 報告書

謝 司円里竪 勧 1995.8.4ハV1997.10.8 2,997 直営

I (1999.3干U)① 大空古墳 勧 1996.2.14′～1996.2.23 150 直営

② 御 |1渕古墳 勧 1996.2.23か V1996.3.8 300 直営

③ 奥の坊権現前遺跡 I～Ⅲ 1997.2.10ハヤ1997.3.24 1,560 魏
Ⅱ (本報告謝

④ 奥の坊権現前遺跡 IV―hI 1997.10,7-1998.3.13 5,200 委託

⑤ 奥の坊遺跡 I～Ⅳ 1998。 9。 14ハV1999.2.19 4,900 委託 粁 」

⑥ 大空北遺跡 勧 1999,4,16ハヤ1999.6.4 2,200 直営 ラホミ伺FJ

⑦ 奥の坊遺跡 V 1999.5.28ハ彰1999.7.13 700 直営 ラホく]二」

③ 奥の坊遺跡 1ヽ。 WIl 1999.11.10′～2000.3.3 2,300 委託 対 J

③ 奥の坊奥池西遺跡 勧 2000.4.17-2000.7.25 3,600 直営 ラネミヨニ」

⑩ 奥の坊遺跡 Ⅷ 2000.10.2ハ彰2000。 12.28 300 直営 ラボこ111

① 奥の坊遺跡 Ⅸ 2000.10.5-2001.1.12 1,180 魏 紺 J

⑫ 奥ノ坊古墳群 (測量) 勧 2001.6.5′～2001.6.27 直営 ラホミ司二1

⑬ 奥の坊遺跡 X 2001.8,27-2002.1.18 1,320 乳 対 J

⑭ 奥ノ脚 勧 2001.9.4´～2001.11,28 1,020 直営 ラホミ司11

⑮ 奥の坊遺跡 Xl 2002.4.2ハ彰2002.7.5 1,180 直営 ラホミ弓FU
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第 1図 高松市東部運動公園 (仮称)整備事業発掘調査地

第2節 奥の坊権現前遺跡発掘調査の経緯と経過

平成 7年度から用地買収の進捗状況に応 じて実施 してきた試掘調査は, 8年度ではわずか に運動公園整備

予定地内の西端の谷状地形部分において遺物を多量に包含する旧河道部分 (本報告書 Ⅱ・Ⅲ区)及び集落の
一部 (本報告書 I区)が確認されているに過ぎなかった。しかしながら,旧河道の北岸部分の未買収地には,
広範囲な平坦面及び南向 きの緩斜面 (本報告書 Ⅳ～Ⅵ区)が認められ,集落が存在することが想定された。
一方,同地は運動公園整備工事の中でも早急に着工する洪水調整池部分にあたることから早期の発掘調査が

望まれた。このため ,想定される集落部分を合わせ奥の坊権現前遺跡とし,平成 8年度調査地としては 1～
Ⅲ区の約1,560♂ を対象とした。調査においては,現道及び現水路部分 については保護 し,こ れにより現地
形の水田の区画ごとに調査区を設定 した。調査期間は平成 9年 2月 13日 から3月 24日 である。旧河道遺物の

中には弥生中期～近世までの遺物を含むが,特に弥生後期 と古代の遺物が多いことから,北岸に想定される

集落は同時期のものと考えられた。

平成9年度になり,整備予定地内のほぼ全域の用地買収が完了 したことを受け,旧河道北岸の集落想定部分
の試掘調査 を実施 したところ,想定どお り弥生後期の集落が存在することが判明した。また,こ の他にも複

数の集落遺跡が発見されるに至ったが,洪水調整池部分を優先することから,奥の坊権現前遣跡の調査を早
期に終了する必要があった。 このため,約 5,200♂の調査地を前年度同様現地形の水田の区画 ごとにⅣ～Ⅵ

区とし,平成 9年 10月 7日 から開始 した。本調査では掘立柱建物や竪穴住居が多数検出されたことから,平
成10年 2月 21日 に現地説明会を実施 し,500名 を越える人が見学に訪れた。調査はその後も続 き,平成10年

3月 13日 に終了 した。
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第 2図 奥の坊権現前遺跡調査区割図

第3節 整理作業の経過

東部運動公園整備事業に伴 う発掘調査は平成14年度まで行われた。このため,各調査年度の翌年度 に土器
洗浄や接合等の基礎整理を行うのみで,本格的な整理作業は全調査終了後の平成14年度後半から実施 した。
奥の坊権現前遺跡の整理作業は,平成 9。 lo年度において基礎整理 を実施 し,本格的な整理作業は平成15
年 1月 から16年 3月 において実施 した。以下に工程表を掲載 した。

翻 ヤ咲 戦
羽戎 9・

10Z辛翌露

平成 14年度 羽或15年度
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は香川県のほぼ中央,瀬戸内海に面 している。高松市域の大部分 は高松平野によって占められてい

る。東を立石山,雲附山等に,南 を日山,上佐山,西 を五色台山塊に遮られ,北に瀬戸内海を望み位置 して
お り,南北約20 k m,東 西約16k mを測る。平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,

侵食の容易な花筒岩層 (三豊層群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われていたことによって侵食解析
から取 り残されて形成されたメサまたはビュー トと呼ばれるもので,讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つ

である。

高松平野は四国中央部に東西に連なる讃岐山脈に端 を発する中小河川により形成された沖積地である。高

松平野には,西から本津川 ,香東川,春 日川,新川といつた河川が瀬戸内海 に向けて北流 している。本調査

区の位置する古高松 (高松町 。新田町・春 日町)は ,こ の中の春 日川,新川にほど近い地域である。春 日・

新川の両河川は水量に乏 しく,平野中央部を流れる香東川の ように大規模な扇状地は見 られない。また,古
高松の北部は,江戸時代初期の干拓により陸地化されたものであ り,寛永10(1633)年の『讃岐国絵図』に
よると,そ の頃の海岸線はかなり内陸 に入 り込んでお り,屋島は島として描かれている。北を屋島に面 した

海岸 (旧地形による),東 を立石 山山塊,南 を久米 山丘陵,西を春日川によって限られた高松平野北東部の

一角は,古代・中世 を通 じて「高松」 (讃岐国山田郡高松郷 )と 呼ばれたが,天正16(1588)年の生駒親正
による高松城築造以後は,城下高松に対 して「古高松」 と呼称されてきた。江戸時代以前の古高松の地形が

推定可能な史料 として香西成資が古老の話を元に享保 4(1719)年 に成立させた『南海通記雪がある。その

中に天正10(1582)年 頃の地形 として「…春 日ノ里二至ル,此所ハ屋島山,石清尾山両受ノ間,入海ニテ山
田郡小山ノ下マデ潮サシ来ル,遠干潟ナ春 日里 卜木太郷ノ間,海ノ中道アツテ通用ス。…Jと 記載 している。
ここでいう小山とは,現在の高松市新田町小山にあたると考えられ,こ の小山近辺まで海岸線あるいは河口

が湾状に入 り込んでいたと想定できる。

今回,東部運動公園 (仮称)整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査事業 として発掘調査が行われた「奥ノ坊」
は高松町の北東端にあたり,地形的には高松市 と牟礼町にまたがる標高100～ 200mの 山塊の,西側低丘陵地
の尾根及び谷部に位置する地域である。現在はかなり内陸的な様相を示すが,上記の推定海岸線から考える

と海岸から 1～ 1.5kmと 非常に近かつたと推測される。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,昭和60年代以降,高松東道路建設 ,太田第 2土地区画整理事業,空港跡地再開発などの大

規模プロジェクトに伴い発掘調査件数が増大 したことによって遺跡数は飛躍的に増大 しつつある。また新た

な遺跡の発見 と併せて,香東川の旧河道が平野の形成 に大きな影響を及ぼしていた事実 も次第に明らかにな
ってきた。今回の調査地区は高松平野の東部にあたり,平野北西部に位置する石清尾 山塊 と共に遺跡の多い

地帝 として早 くから認識されてきた地域で,近年も数多 くの遺跡が調査されている。

調査地区周辺の遺跡の大部分は弥生時代から古墳時代にかけてのものであるが,旧石器時代 ,縄文時代の

遺物,遺構 も若千知られている。旧石器時代については,本格的な遺構は知 られていないが,久米池南遺跡

(東山崎町 )に おいてナイフ型石器が出土 している。縄文時代 については,小山・南谷遺跡において落とし

穴状の土坑が14基検出されているほか,旧河道中から縄文土器が出土 している。また平野部の発掘調査にお

いて縄文晩期を中心 とした遺跡出土例の増加が特筆でき,林・坊城遺跡,浴 ・長池遺跡,浴 ・長池 Ⅱ遺跡 ,

井手東 I遺跡,井手東 Ⅱ遺跡 ,居石遺跡,上天神遺跡,東中筋遺跡,宗高・坊城遺跡などをあげることがで

きる。これらの多 くは旧河道の堆積から遺物の出土が確認されたものであるが ,井手東 I遺跡では遺物の確

認はなかったものの ,地表面下約70cmか らアカホヤの堆積層が確認されてお り,縄文早期の高松平野の形

成過程をうかがうことができる。

弥生時代前期の遺跡としては,平野中央部では二重の環濠が検出された汲仏遺跡等が知られているが,平

野東部では現在のところ発見 されていない。中期前半では今回の調査事業で発見された奥の坊遺跡が見られ

る。南向きの緩斜面に営まれた集落で,多量の土器・石ホに伴い分銅形土製品等 も出土 している。また,牟
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礼町羽間では細形銅剣が出土 している。中期後半では久米山東側丘陵上に立地する高地性集落の久米池南遺

跡がある。後期前半では,大空遺跡 ,ス ベ リ山南遺跡 ,南谷遺跡 ,小山 。南谷遺跡がある。この中の,大空
遺跡は香川県の弥生時代後期 前半の標式土器が出土 したことで知 られる遺跡である。これらの遺跡において

は多量の製塩土器が出土 してお り,今回の調査で も製塩土器が多量 に出土 していることから,こ の地域での
土器製塩活動の一端 を知る良い資料 とな りうる。後期後半では牟礼町の原中村遺跡があげられる。

古墳時代 になると,周辺では集落遺跡 は発見 されていない。平野中央部では空港跡地遺跡 ,上天神遺跡な
どで前期初頭 まで集落が存在 していたことが確認 されている。また,太田下・須川遺跡では古墳時代中期の
遺構 を検出 している。古墳 としては,高松平野では積石塚 として有名な石清尾山古墳群があるが ,平野東部
では盛土古墳 しか見 られない。高松市茶 臼山古墳は全長60mの前方後円墳で,後円部 には竪穴式石室力認箇
所設けられてお り,第 1主体からは鍬形石 2点 ,画文帯神獣鏡 1点などが出土 している。また高松市茶臼山
古墳 に続 く,前期か ら中期 にかけての茶臼山古墳群 ,後期の小山古墳 ,久本古墳 ,山下古墳 ,瀧本神社古墳 ,

岡山小古墳群 ,平尾古墳群 といった古墳が引 き続いて築かれてい く。後期の久本古墳 は讃岐唯―の石棚 を設
けた横穴式石室 を有するもので,出土品として承盤付銅椀 ,石棚直下に置かれた亀 甲型陶棺等がある。
古代の遺跡では,『 日本書紀』にも記載 されている古代山城屋嶋城の存在が知 られている①近年の調査で城

門遺構や石垣が検出されてい る。また新田本村遺跡 と小山 。南谷遺跡では高松平野の条里地害Jに先行 し,方
向の異なる条里地割が発見 されている。古代寺院としては山下廃寺が ある。古式の瓦 を出土 していることが

知 られているが ,発掘調査は行われていないので詳細は不 明である。また屋島北嶺の千間堂において10～ 11
世紀 と考えられる建物礎石及び集石遺構が検出されてお り,屋島寺の前身遺構 と考えられている。
中世に入ると高松 平野で も武士の台頭が目立つ。特に中央政権 との関わ りも多 く,数多 くの戦いが行 われ
ている。 まず ,源氏 と平氏が屋島に戦い,那須与―や佐藤継信の戦い振 りが『平家物語』によって今 日まで
伝えられている。南北朝期 には讃岐の守護 とな った高松 (舟木)頼重が喜岡城を築城するが,北朝方の細川
定禅 により落城 した。その後喜岡城は秀吉の四国征 伐時にも落城 している。中世の遺跡 としては,中世末～

近世初頭にかけての溝で区画 された屋敷が検出された川南西遺跡があげられる。

近世の遺跡 としては ,近年高松城周辺で数多 くの調査が実施 されてお り,武奈屋敷等が検出されている。
平野東部では,東山崎水田遺跡や川南東遺跡等の農村が見 られる。
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『県道高松志度線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 小山・南谷遺跡』平成 5年度 香川県教育委員会 1994

『史跡天然記念物屋島 一史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書I―』高松市教育委員会 2003

『県道高松志度線緊急整備工事および県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 原中村遺跡』香川県教育委員会 2000

『高松市東部運動公園 (仮称)整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第1冊 奥の坊遺跡群 I』 高松市教育委員会 1999
『一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊 浴・長池遺跡』高松市教育委員会 1993

『一般回道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第3冊 浴・長池Ⅱ遺跡』高松市教育委員会 1994
『一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第4冊 井手東 I遺 跡』高松市教育委員会 1995
『一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第5冊 井手東Ⅱ遺跡』高松市教育委員会 1995
『一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第7冊 居石遺跡』高松市教育委員会 1995
『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査調査報告第1冊 東山崎・水田遺跡』香川県教育委員会 1992

「高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第2冊 林・坊城遺跡』香川県教育委員会 1998
『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第4冊 太田下・須川遺跡』香川県教育委員会 1995
『都市計画道路室町新田線埋蔵文化財発掘調査報告 第1冊 ナil南 ・西遺跡』高松市教育委員会 1999

『都市計画道路室町新田線埋蔵文化財発掘調査報告 第2冊 ナ|1南・東遺跡』高松市教育委員会 2000
「新田本村遺囲 『香川県文化財調査年報平成8年度』香川県教育委員会 1997
「新田本村遺囲 『香川県文化財調査年報平成9年度』香川県教育委員会 1999
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第 3図 周辺遺跡分布図 (S=1/25,000)

3大空北遺跡
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13喜岡城 (高松城)跡
18南谷遺跡

23山 下廃寺

28久 米池遺跡
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第 3章 調査の成果

第 1節 I区の調査

(1)概要と基本層序

調査地の南西部に位置 し,集落域の南端にあたる。遺構面は北東から南西に向け低 くなる緩やかな斜面で ,

標高33.3m～ 34.lmで ある。基本層序は18層 に分層できる。 6層 までが近世以降の耕作土等である。 8層 の黒

褐色砂混粘質土層 , 9層 の灰責褐色粘質土層は中世の遺物を含む包含層で,■層の黒褐色砂混粘質土層が弥

生～古代 の遺物を含む包含層である。包含層出土遺物は第5図 に掲載 した。 1・ 2は 土師器の奏である。 3
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は土師器の杯である。 4は龍泉窯系青磁碗である。 1・ 2が11層 出土 ,

3・ 4が 8,9層 出土のものである。18層が地山 となる灰白色細砂 で
ある。遺構面は18層 上面の 1面のみで,北東から南西に向け低 くなる

緩やかな斜面である。検出遺構 としては弥生時代後期の竪穴住居 1棟 ,

古代の溝・土坑・ピット等がある。

(2)弥生時代の遺構
SHl1001(第 6図 )

I区北東端で検出 した遣構で,南北約4mを測 り,隅九方形を呈する

と考え られる。深さ約20cmで 埋土 は単層で黒褐色砂混粘質土である。

床面は平坦面になってお り,径20～40cmの 柱穴 を検出したことから,
竪穴住居 の可能性が考えられる。弥生土器の小片 しか出土 しておらず

詳細な時期は不明であるが,弥生後期の遺構の可能性が高い。

(3)古代の遺構
SDl1001(第 7図 )

I区北西端で検出した最大幅 lm,深 さ15cmの 溝である。やや蛇行す
る東西方向の溝で,東側ほど細 くなる。出土遺物を第 7図 に掲載 した。

5～ 8は 弥生土器である。 5は鉢 , 6は 甕, 7は 高杯 , 8は製塩土器

である。 9は土師器の甕の口縁部である。弥生土器が多 く含まれるが ,

L〓33.600m

L〓34100m

0          2m

l 10YR3/1 黒褐 砂混粘質土
2 10YR3/2 黒掲 砂混粘質土

第 6図 SHl1001平 ・断面図

7～ 8世紀頃の遺構 と考えられる。

テ氏70X8 10cm
SDl1 001断面図及び出土遺物実測図第 7図

SDl1005(第 8図 )

幅30cmの 東西方向の溝で,西端が北狽1に屈曲 し,L
字を呈する。埋土は単層で,深さ10Cmを 測る。出土遺

物は須恵器の蓋 1点のみである。 8世紀の遺構と考え

られる。

SDl1008(第 9図 )

0         1m

1  2.5Y3/1

2 10YR3/3
砂混粘質土

砂混粘質土

掲

褐

黒

暗

L=33.500m

0         1m

l10YR4/1 掲灰 砂混粘質土

10

0            10cm

I区 中央で検出 した東西方向の溝 で,検出長8.5m,  第 8図  SDl1 005断 面図及び出土遺物実測図
幅1.6mを 測る。埋土は褐灰色砂混粘質土と黒掲色砂混

粘質土の 2層 に分層できる。溝の西端付近で遺物がまとまって出土 した。■ は土師器の甕の口縁である。12

は土師器の皿である。18～ 15は土師器の外である。16は須恵器の郭である。8世紀の遺構と考えられる。

SKl1012(第 10図 )

不整形な精円形を呈する土坑で,長笞 .44m,短 径1.64m,深 さ20cmを 測る土坑である。埋土は単層で,断

面は二段落ちになっている①17・ 18は弥生土器の秦である。19～ 241よ弥生土器の製塩土器の脚部である。体

部外面ヘラケズリ,脚都外面は指頭圧が見られる。25は 土師器の奏である。弥生土器が多いが, 7～ 8世紀

の遺物を含んでおり,こ の頃の遺構と考えられる。

-9-



導
⑤

D(D ttD

n
ρ

0 ｀

⊆φ
0

つ    o

J、
◇つ

う 名・

鵡
ら 鬱

9 。ジ
υ 彎

通
¢
かる

L〓33.700m

S     l

2

10YR4/1

2.5Y3/1

砂混粘質土

砂混粘質土

灰
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掲

黒
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第 9図 SDl1 008平 ・断面図及び出土遺物実測図

SK■ 013(第 11図 )
I区の南部で検出した土坑である。後述するSKl10141こ 切 られており,規模は不明であるが,4.5m以上の

土坑である。埋土は褐灰色砂混粘質土の単層 で,深さ25cmを測る。底面は平坦であるが ,遺構面同様南西
が低 くなっている。遺物は 2点のみ出土 した。26は弥生土器の奏の底部で底面に線刻が認められる。27は土

師器の杯である。 7～ 8世紀頃の遺構 と考えられる。

SKl1014(第11図 )

検出長4.6m,最 大幅1.56mの東西に長い溝状の上坑である。東西両端が比較的浅 く,中央部が最深部とな

ってお り,深 さ50cmを測 り,断面形状は逆台形を呈する。埋土は4層 に分層でき,黒褐～灰褐色の埋土で ,
いずれも10～ 20cmの堆積である。SKl1013を 切ることから後出する遺構 と考えられるが ,遺物は出土 してお

らず,時期は不明である。

フ 14
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第 2節 Ⅱ区の調査

調査地の南西端に位置 し,最 も狭い調査区である。調査区西壁において断面図を作成 した。層序は45層 に分
層できる。 1～ 4層 は現代の客土層である。 5～ 10層 は近現代の耕作土層である。11層 ～44層 は旧河道埋土

である。45層 は鈍い黄褐色砂混粘質土層で地山と考 えられる。遺構面はこの45層上面の 1面のみで,調査区
のほぼ全域が旧河道 (NR21001)で ,川幅は15mを測る。最大幅4.5mの調査 で,掘削深度が2mを越え,掘
削に危険が伴 うことから,土層の確認調査のみを行った。大別 して5時期に分層できる。まず41～44層 の粘
質土層が堆積 していることがうかが える。その後流路の北肩は2mほ ど南へ移動 し33～40層 の砂層が堆積 し
ている。砂層の堆積の最終段階 (33～35層 )で は幅約80cm,深 さ約15cmの 溝状の流路 となっている。また ,
第3時期 として25～32層 の粘質土層が堆積 し,こ の最終段階 (25層 )に おいても溝状 の流路が認 められる。
さらに,第4時期についても17～ 24層 の粘質土の堆積が認められ,最終段階 (17。 18層 )で は幅約lm,深 さ
約40cmの 溝状の流路 となっている。最終的に■ ～14層 の粘質土の水平堆積 により,河川 としての機能を失
っている。 しかしながら,流路中央部は用水路 としての機能を残 していたことがうかがえる。旧河道出土遺
物としては,第 13図 28の龍泉窯系青磁碗がある。
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第12図  Ⅱ・Ⅲ区平面図

-12-

/マ
ぇ/.T。



ｌ μ ∞ ―

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2m

L=
32
.0
00
 r
n

十
 ~
 ~
 
″
 L
〓
32
.0
00
m

粘
質
土

粘
質
土

砂
混
粘
質
土

砂
混
粘
質
土

砂
混
粘
質
土

1 
焼
土

2 
花
筒
土

3 
10
Y 
R5
/2

4 
焼
土

5 
10
Y 
R3
/1

6 
花
高
土

7 
10
BG
3/
1

8 
5B
3/
1

9 
7.
5G
Y5
/1

10
 2
.5
Y3
/1

11
 7
.5
YR
5/
6明
褐
 
粘
質
±
  
 2
12
.5
Y5
/1

12
 N
5/
0 
  
灰
  
粘
質
±
  
 2
2 
10
YR
6/
3

灰
黄
褐
粘
質
±
  
  
  
 1
37
.5
YR
4/
6褐
  
粘
質
±
  
 2
3 
10
BG
5/
1

14
 1
0Y
R5
/1
 
掲
灰
 
粘
質
±
  
 2
41
0G
7/
1

黒
褐
 
粘
質
土
(現
耕
作
土
) 
 1
5 
10
YR
3/
1 
灰
白
 
粗
砂
  
 2
62
.5
Y8
/2

16
 5
YR
4/
6 
 
赤
褐
 
粗
砂
  
  
 2
6 
10
YR
4/
2

暗
青
灰
砂
混
粘
質
土
(旧
耕
作
土
)1
7N
3/
0 
 
暗
灰
 
粘
賃
上
  
27
呵
OY
R3
/2

晴
青
灰
砂
混
粘
質
土
(旧
耕
作
土
)1
85
B5
/1
  
青
灰
 
ン
ル
ト
  
 2
8 
10
YR
5/
2

緑
灰
 
粘
質
±
  
  
  
 1
92
.5
Y3
/1
 
黒
褐
 
砂
混
粘
質
±
29
 1
0Y
R4
/3

灰
白
  
粗
砂
  
  
  
  
  
 2
0 
2.
5Y
7/
2 
 
灰
黄
 
シ
ル
ト
  
  
30
 2
.5
Y6
/3

黄
灰
  
  
粘
質
土

に
ぶ
い
黄
橙
粘
質
土

青
灰
  
  
微
砂
～
シ
ル
ト

明
緑
灰
  
 
シ
ル
ト

灰
白
  
  
粗
砂

灰
黄
褐
  
 
砂
混
粘
質
土

黒
褐
  
  
粘
質
土

灰
黄
褐
  
 
粘
質
土

に
ぶ
い
黄
褐
砂
混
粘
質
土

に
ぶ
い
黄
 
砂
混
粘
質
土

31
 1
0G
Y7
/1

32
 5
BG
5/
1

33
 1
0Y
7/
1

34
 1
0Y
R4
/6

35
 5
BG
7/
1

36
 1
0G
Y8
/1

37
 2
.5
Y5
/6

38
 1
0Y
8/
1

39
 N
7/
0

40
 1
0Y
R5
/6

明
緑
灰
シ
ル
ト

青
灰
 
シ
ル
ト

灰
白
 
細
砂

褐
  
粗
砂

明
青
灰
ン
ル
ト

明
緑
灰
粗
砂

黄
褐
 
粗
砂

灰
白
 
細
砂

灰
白
 
細
砂

黄
掲
 
細
砂

2.
5Y
6/
2 
灰
黄

2.
5Y
5/
3 
責
褐

10
YR
5/
3 
`こ
ぶ
い
黄
褐

10
YR
5/
1 
要
3)
天

10
YR
6/
3 
1こ
ぶ
い
黄
橙

第
13
図
 I
区
西
壁
土
層
断
面
図
及
び
包
含
層
出
上
遺
物
実
測
図



L〓
33
.0
00
m

L〓
32
.0
00
m

L〓
31
.0
00
m

― ド ヽ ―

L=
32
.0
00
m

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2m

L=
33
.0
00
m

‐
7 2
2 L=
32
.0
00
m

十
 ~
~ 
L=
31
00
0m

L=
33
.0
00
m

第
14
図
 
Ⅲ
区
 
西
壁
土
層
断
面
図



Ⅲ区土層断面図上色一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

耕作土

花高土

10YR5/4 にぶい黄褐 砂混粘質土
10YR7/2 にぶい責橙 組砂～粗砂
7.5YR2/1 黒     粘質土
10YR3/1 黒褐    粘質土
7.5YR3/1 黒褐    粘質土
2.5Y3/1 黒褐    砂混粘賃土
7.5Y5/2 灰オリーブ 砂混粘質土
5Y3/1  オリーブ黒 砂混粘質土
2.5Y2/1 黒     砂混粘質土
10YR6/4 にぶい責橙 砂混粘質土
5Y4/3  暗オリーブ 砂混粘質土
25Y6/2 灰黄    砂混粘質土
10YR7/2 にぶい責橙 砂混粘質土
7.5GY5/1 緑灰    砂混粘質土
2.5Y6/1 黄灰    砂混粘質土
10YR5/2 灰黄掲   砂混粘質土
2.5Y5/2 暗灰黄   砂混粘質土
10YR6/1 褐灰      シル ト
2.5Y2/1 黒     砂混粘土
2.5Y8/3 淡黄    細砂
2.5Y6/1 黄灰    粘質シル ト
10YR6/4 にぶい黄橙 砂混粘質土
2.5Y6/2 灰黄    粘質シル ト
10BG4/1 暗青灰   細砂～粗砂
10YR6/4 にぶい黄橙 粗砂
7.5YR4/2灰 掲    砂混粘質土
2.5GY7/1明 オリーブ灰粗砂
10YR5/1 褐灰    砂混紡質土
10YR8/3 浅黄橙   砂混粘質土
7.5YR3/1 黒褐    砂混粘質土
呵OYR6/4 にぶい黄橙 粗砂

近現代耕作土層

旧河道中層

34 2.5Y4/1

35 7 5YR6/6
36 10YR5/4
37 10YR5/1
38 7 5YR6/3

39 10YR5/4
40 7.5YR5/3

41 10YR4/2
42 2.5Y6/2

43 7.5YR4/4
44 2.5Y3/1

45 10YR5/2
46 7.5YR6/3

47 10YR3/2
48 2.5Y7/2

49 10YR6/2
50 2.5Y6/1

51 2.5Y5/3
52 2.5Y5/1

53 7.5YR3/2
54 10YR7/2
55 10YR8/2
56 10YR6/1

57 5Y5/刊

58 10YR6/3
59 5YR3/6
60 7.5YR7/2

61 2.5GY6/1
62 7 5YR4/1

63 10YR3/1
64 司OYR7/1
65 10YR5/4

黄灰

橙

にぶい責橙

褐灰

にぶい褐

にぶい責褐
にぶい褐

灰黄褐

灰黄

褐

黒褐

灰黄褐
にぶい掲

黒褐

灰黄

灰黄褐

責灰

黄掲

黄灰

黒褐
にぶい黄橙

灰白

褐灰

灰

にぶい黄橙

暗赤掲

明掲灰

オリーブ灰

褐灰

黒褐

灰白

にぶい黄褐

砂混粘質土

砂混粘質土

砂混粘質土

砂混粘質土

細砂～粗砂

粗砂

細砂～粗砂

粗砂

粗砂

砂混粘質土

砂混粘質土

砂混粘貿土

砂混粘質土

砂混粘質土

シル ト

細砂

細砂

砂混粘質土

砂混粘質土

砂混粘質土

粗砂

粗砂

細砂～粗砂

細砂～粗砂

綱砂

細砂～粗砂

細砂～粗砂

粘質シル ト

砂混粘質土

砂混粘質土

細砂

粗砂

旧河道中層

旧河道下層

３。

３‐

３２

３３

第3節 Ⅲ区の調査

調査地の南端 に位置する。Ⅱ区同様ほぼ全域が旧河道 (NR31001)で ある。旧河道流路に直交するように

調査区西壁において断面図を作成した。層序は65層 に分層できる。概ね 1～ 15層 は近現代の耕作土層である。

16層 ～64層 は旧河道埋土である。65層 は鈍い黄褐色混粘質土層で無遺物層である。試掘調査時には65層 以下

に堆積する青灰色砂混粘質土層においても弥生土器の小片が数点出土 していることか ら,旧河道はさらに深

くなることが予想された。 しかしながら,掘削深度力渇mを越え,壁面の崩壊が起こったことから,調査は

64層 までとした。旧河道は大別 して7時期に分層できる。 まず65層以下の青灰色砂混粘土層が堆積 してお り,

その後 ,厚 さ50cmの 65層 の粗砂層で旧河道が一気に埋没 している。また,今回調査部分最下層の56～ 64層
の細砂～粗砂層が堆積 している。次いで流路が北側へ移動 し,下層部分の40～55層 の砂混粘質土層が堆積 し
ている。その後,中層部分の23～ 39層 の砂混粘質土層が堆積 し,ほ ぼ水平堆積 となっている。最後に,上層
部分の15～22層 が堆積 し,完全に埋没 していることがうかがえる。
出土遺物は第16～ 19図 に掲載 した。29～68は上層出土遺物である。29～ 37は弥生土器である。29は 弥生中

期の甕である。301よ弥生中期の広口壺で,頸部に押圧突帯を施 している。31は 弥生後期の高杯脚裾部で,内
面ヨコヘラケズリが見 られる。32・ 331ま弥生後期の製塩土器脚部である。35～37は 弥生中期の奏底部である。

38は須恵器の杯である。391よ土師器の鍋である。40～49は土師器の皿である。50。 51は 須恵器の鉢である。

52は土師器の鉢で,片 口が見 られる。53～ 551よ 土師器の羽釜である。56～ 68は 土師器の鍋の脚である。69～

92は 中層出土遺物である。69'701ま弥生土器の底部である。71・ 721ま須恵器の重である。73'74は土師器の

甕である。75は土師器の杯である。77・ 78は土師器の皿である。79は土師質焼成の平瓦で,布 目が見 られ
る。

80～ 83・ 85は 龍泉窯系青磁碗で,外面に錦蓮弁が見 られるものもある。841ま 同安窯系青磁皿である。86は 石
鍋である。87～91は土師器の鍋の脚である。92は土師器の竃である。前面に短い庇がつき,ハ ケ及び↓旨頭圧
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が見 られる。93～ 143及びSl'S2は 下層出土遺物である。93～ 112は弥生土器である。93は弥生中期の広口壼

で,口縁端部に刻目を施 し,内面突帯が見 られる。94は弥生中期の奏である。95～98は弥生後期の奏である。
95は 口縁端部に凹線1条施 し,内面指頭ナデである。96は外面タテハケ,内面タテヘラケズリのちヨコヘラ

ケズリである。99は 球形の体部で,内面タテヘラケズリである。1001ま 外面 タテハケ ,内面板ナデである。
101～ 104は製塩土器の脚部である。105・ 106は弥生後期の鉢である。1051よ 口縁部外面に凹線1条 を施 して

いる。106は 外面 タテハケ,内面指頭圧である。107～ 1121よ底部である。■3～ 1291よ須恵器である。113は

杯蓋で ,つ まみがつ くものである。114～ 1201ま杯である。121～128は短脚高杯で,1291よ長脚である。130
～139は土師器の甕である。外面タテハ ケ,内面 ヨコハケである。140～143は土師器の杯である。Slは 凹基
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第15図  NR31001下層遺物出土状況図
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式の石鏃であ る。S21ま石庖丁である。144～168は最下層出土遺物である。144～ 1601よ弥生土器である。144

～147は甕である。146は中期の甕で,外面タテハ ケ,内面板ナデである。1471ま後期の奏で,外面タテヘ ラ
ミガキ,内面 タテヘラケズリのち指頭ナデである。また,頸部外面に3個 の爪形の記号文が見 られる。148・
149は弥生後期の製塩土器脚部である。150。 1511よ 弥生後期の鉢で,口縁部外面に凹線 2条を施 している。
152は弥生後期の長頸重で,外面タテハケ,内面指頭圧で,頸部外面最下段にハケ原体 による刺突文が見ら
れる。1531ま 弥生後期の高杯である。154～ 1581ま底部である。159。 160は土器転用の紡錘車である。161は

須恵器の高杯である。162は土師器の杯である。163～ 1681ま土師器の甕である。外面タテハケ及び指頭圧 ,

内面ヨコハケまたは板ナデである。168に 1ま取手が見 られる。

旧河道の時期は,先述 した層序のとお り, 7時期が考えられる。遺物の出土状況と合わせて,65層 以下に
ついては弥生土器 しか出土 してお らず,弥生時代の流路 と考えられる。65層 については遺物が含まれておら
ず,不明であるが ,上下層の出土遺物から弥生～古代の間に位置づけられる。今回調査の最下層部分におい
ては弥生土器及び 7・ 8世紀の遺物 しか含まないことから,奈良時代頃の堆積層 と考えられる。下層におい
てもほぼ同時期の遺物であるが,わずかに中世の遺物が含まれることから,古代～中世までの流路 と考えら
れる。中層では中世の遺物が主体となっていることから,中世の流路 と考えられる。上層 も中層 とほぼ同様
であるが,図示 した遺物の外に,陶磁器の小片 も少量含んでいたことから,最終埋没は近世と考えられる。
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第 19図  NR31001 出上遺物実測図④
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第 4節 Ⅳ区の調査

(1)概要 と基本層序

調査地の中央部に位置 し,最 も広い調査区で,現状では平坦面である。最 も残 りの良い調査区西壁におい

て断面図を作成 した。 1～ 13層 は近現代の耕作等に伴 う層で,11層 は畦畔である。14～ 17層 の砂混粘質土層

は中世以前の遺物包含層で,特に17層 の黒褐色砂混粘質土層から多量の遺物が出土 した。19層 の淡黄色シル

ト～細砂層は地山である。18層 はこの地山上面から掘 り込まれた遺構である。調査区東半では14～ 17層 につ

いては認められず ,近現代の耕作土層直下で19層 の地山となる。遺構面は14層 上面および19層上面の 2面を

検出した。14層 上面の第 1遺構面は調査区西半のみで認められ,近世以降の遺構面と考えられる。鋤溝 と掘

立柱建物が認められる。19層上面の第 2遺構面は弥生中期～古代の遺構面と考えられる。ただし,調査区東

半では近世以降の遺構も同一面で検出した。第2遺構面の主な遺構としては竪穴住居,掘立柱建物,土坑等
がみられる。遺構面はほぼ平坦面であるが,北東から南西に向けわずかに斜面となってお り,遺構面の標高
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は北東端で36.8m,南西端で35.6mである。調査区東半は削平が著 しく,遺構も西半に密集 してお り,東半
は散漫で近世以降の遺構 しか検出していない。

遺物包含層の14～ 17層 から多量の遺物が出土 した。概ね弥生中期から中世の遺物で,特に弥生後期 と古代
の遺物が多 く出土 した。遺物の実測図は第23図 に掲載 した。169～ 172は弥生後期の甕である。1691よ外面に

タテハケが見 られる。170は内面にヨコヘラケズリが見 られる。171。 172は 外面タテハケ,内面指頭圧が見
られ,口縁端部内面をわずかに窪ませ る。173・ 174は弥生後期の鉢で,外反する日縁部を有する。173は 内
面ヨコヘラケズリのちヨコヘラミガキである。175は弥生中期の甕である。176～ 1781よ 外面にタテヘラケズ

リを施す製塩土器である。176の脚部内面には山形の線刻が認められる。179は土師器の養で,外面粗いタテ
ハケ,内面 ヨコヘ ラケズリである。1801よ須恵器の甕で,顕部外面に三本線の線刻が認め られる。181～ 184
は須恵器の杯の底部である。185は 須恵器の重の底部である。1861ま須恵器の高杯の脚部である。1871ま龍泉

窯系青磁碗 である。188～190は土師器の杯である。1911ま 土師器の皿である。S31よ石槍で,側縁部は両面よ

り丁寧に調整が施されている。S4は磨製の石庖丁で,円孔が認められる。S5は石核である。86は砥石である。

両面及び側面に擦痕が残る。
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(2)弥生時代の遺構
SH42001(第 24図 )

調査区の中央部で検出した竪穴住居である。削平が著 しく,壁溝の一部と主柱穴及び炉跡を検出したにす

ぎない。埋土は全 く残っておらず,削平が著 しい。壁溝 と考えられる溝は竪穴住居の北西部のみ残存 してお

り,幅15cm,深 さ5cm,検 出長3.lmである。主柱穴はPl～ P6と 考えられ, 1間 (5。2m)× 2間 14.8m)を 測

影
傭
鳩

0          2m

ミ`ヽ
どさ送マ__ tu°
°
'98=¬

◎

③

医
＝
ω
Ｏ

ヽ
〇

〇
３

③ ◎
|           |

―

L=36.400m

1 10YR 4/1 褐灰 砂混粘質±  2 10YR 3洵  黒褐 砂混粘質±  3 10R6/6 赤橙 粘土 (炭・焼土含む )

:VV

第24図  VttSH42001平 。断面図及び出上遺物実測図
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る。P4～P6は 削平が著 しく小規模な柱穴であるが ,Pl～ P31ま直径50cm前後,深さ35～ 50cmを 測る。主柱穴
の内外ではピットを多数検出した。中でもP2の南東側で焼土を多 く含むピットを 1基検出しており,炉跡 と

考えられる。炉跡は長径60cm,短径52cmの卵形を呈 し,深 さ30cmを 測る。主柱穴であるPl～ P6の 中心を竪
穴住居の中心と考えれば,直径約12mの 円形の竪穴住居を復元できる。
遺物は遺構直上で検出したものと主柱穴から出土 したものがある。192・ 193は遺構検出作業時に竪穴住居上

面で出土 したものである。192は高杯の杯部で,皿状の形態を呈 し,口縁部外面に凹線を2条施 している。内
面は杯部がタテヘラミガキで,脚柱部はヨコヘラケズリである。193は 192と 同一個体の可能性が高いもので ,

高杯の脚裾部である。外面はタテハケで,円形スカシ 4方向と凹線 2条が施されている。194～197は主柱穴
のP2か ら出土 した遺物である。194～ 1961ま高杯の杯部である。1941ま外反する口縁部を持つもので,内外面
ともタテヘラミガキが施されている。195。 196は 皿状の杯部で口縁部外面に凹線を 1条巡らせている。外面

タテヘラケズリ,内面板ナデである。197は 製塩土器の口縁部で外面タテヘラケズリ,内面 ヨコハケである。
198は主柱穴のP5か ら出土 した製塩土器である。外面タテハケ,内面 ヨコハケである。弥生後期前半の竪穴
住居 と考えられる。

W00g・ 98〓¬

|

1

2

3

ξl

|

Ｆ＝
ω崎Ｆいい
〇雲二

細砂～粗砂

細砂～粗砂

細砂～粗砂

|ヽ=|】七:!】 :::|:=|】 !

細砂～粗砂

網砂～粗砂

細砂～粗砂

・ 断 面 図

7

8

L=36200m

10YR 4/1 褐灰   砂混粘質土
10YR 3洵  黒褐   砂混粘質土

10YR 3/4 暗掲灰

10YR 4/4 掲

10YR 5/4 にぶい黄掲

4 10YR 5/2 灰黄褐
5 10YR 4/2 灰黄掲
6 10YR 5/3 にぶい黄掲

第25図  SH 42002日「
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SH42002(第 25図 )

調査区中央北部で検 出した竪穴住居

である。長径9。36m,短径7.48mの楕円
形を呈 し,南西側に幅1.75m,長 さlm
の突出部を有する。深さは30cmを 測 り,

埋土 は 6層 に分層で きたが ,いずれも

砂層であった。地山 も砂層であったた

め平面では検出できなかったが ,断面

観察で住居内北壁にベッド状遺構を確

認 した。地山を削 り出 して作 られてお

り,幅14m,高 さ10Cmを 測る。また東
壁部分 においては,壁から2.4m部分の
み埋土が異なることから,こ の部分に

ついてもベッ ド状遺構の存在 した可能

性 も考えられる。主柱穴はPl～P6の 6

本柱 ,あ るいはPl～P3及 びP7の 4本柱

の可能性が考えられる。この中でPl・

P7は直径70～ 75cm,深 さ40cmの 大型
のものであるが ,その他のものは直径
35～ 55cmで ,深 さ15～ 40cmで ある。

遺物 は弥生土器の小片 しか出土 してい

ないため詳細 な時期は不明であるが ,

弥生後期の遺構 と考えられる。

0        2m  l 10YR 4/1 褐灰 砂混粘質土

L=35.900m

第26図  SH 42003平・ 断面図

餅望2003(第 26図 )

調査区北西部で検出した遺構である。直径約5.5mの 円形で,深 さ30cmを 測る。床面は平らであるが,上部

からの掘 り込みがあり,かなり撹乱されていた。このため柱穴等は検出されていないが,平面形及び規模か

ら考えて竪穴住居の可能性が高いと考えられる。遺物は出土 していないが ,古代の遺構に切 られてお り,弥

生時代の遺構 と考えられる①

SB42001(第 27図 )

調査区中央西部で検出した掘立柱建物である。弥生時代の掘立柱建物 としては遺跡内で最大のものである。

南北 3間 (5m),東西2間 (36m),床 面積18ぽで,建物の主軸方位はN-25° 一Wである。建物を構成する

柱穴は隅丸方形を呈 し,最大のもので長辺lm,短辺80cm,深 さ60cmを 浪1る 。柱根から推定すると直径25～

30cmの柱が使用 されていたと考えられる。柱間はすべ て1.6～ 1.8mと ほぼ均―である。柱穴はきれいに直線

的に並ぶが,棟持柱の柱根は柱1本分程度外側へ張 り出している。周辺の掘立柱建物及び竪穴住居の分布か

ら推定すると,集落の中心部に建てられた掘立柱建物の可能性が高い。出土遺物は南西隅の柱穴掘方から弥

生土器の小片が出土 した。199。 200は弥生土器の底部で,弥生後期の遺構 と考えられる。

SB42002(第 28図 )

調査区中央部で検出した掘立柱建物である。東西3間 (5.6m),南 北 1間 (3m)で ,床面積16.8ポで,建物

の主軸方位はN-72° ―Eである。建物を構成する柱穴は円形を呈 し,最大のもので直径65cm,深 さ60cmを

測る。柱間はほぼ桁行17mと 均―で,梁間力認.7mで ある。遺物は出土 しておらず,時期は不明である。

Ы剪2003(第 29図 )

調査区北西部で検出 した掘立柱建物である。東西1間 (252m),南 北 1間 (1.64m)で ,床面積4,13ポ で ,

建物の主軸方位はほぼ北である。遺物は出土 しておらず,時期は不明である。
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第27図  SB 42001平・断面図及び出土遺物実測図
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SA42001(第30図 )

調査区北西部で検出した柱穴列である。

ほぼ東西方向に 3基並び,柱 間は35m
である。遺物は出土 しておらず,時期は

不明である。

SD42001(第32・ 33図 )

調査区西部で検出 した溝で,南北方向
に流れる溝である。幅は30～ 60cm,深
さ10Cm,検 出長20mを 測る。断面は浅い

皿状を呈 し,埋土は黒褐色粘質シル トの

単層である。弥生後期の土器片が少量出

土 していることから,弥生後期の遺構 と

考えられる。

SD420002(第 32・ 33図 )

調査区西部で検出した溝で,幅30～
60cm,深 さ30cmを 測 る。断面は逆台形
を呈 し,埋土 は2層 に分層できる。上層
は黒褐色粘質シル ト,下層は暗灰責色細
砂である。溝はほぼ南北方

向に流れてお り,途切れな
がらではあるが L字 に屈 曲

し,東側へ延 びる。集落内
の区画溝 である可能性が考

えられる。弥生後期の土器

片が少量 出土 していること  ~

tu006・ 98=¬

0       2m   l 10YR 3角  黒褐 砂混粘質土

第29図 SB 42003平・断面図
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から,弥生後期の遺構 と考
えられる。

0          2m
1 10YR 4洵  掲灰 砂混粘質土

SK42013(第 31図 )

調査区北部で検出 した大

型の遺構である。SK42018
第30図  SA42001 平 。t断面i[コ

に切 られているため,規模は不明であるが,南北56m以上,東西4.8m以 上,深さ60cmの土坑と考えられる。
埋土は 4層 に分層でき,上部 2層 は炭を含んでお り,暗褐色～灰責褐色の砂混粘質土層である。下部 2層 は
にぶい黄橙色砂混粘質土層である。床面は平坦面であるが ,遺構は検出されなかった。遺物は 1点 も出土 し
ていないが,SK42018に 切られていることから弥生後期以前の遺構と考えられる。

SK42018(第 31図 )
SK42013を 切つた状態で検出 した大型の土坑である。南北66m以上,東西6.8mの 隅丸方形を呈す る。遺構
の中心部が深 くなっており,南北はやや浅い断面形状で,埋土は 5層 に分層できる。上部 3層 は炭を含んで
おり,黒褐色～褐灰色の砂混粘質土層である。下部2層 は灰黄褐色砂混粘質土層である。遺物は弥生土器の

小片がわずかに出土 しており,弥生後期の遺構 と考えられる。

土坑群 (第32・ 33図 )

調査区中央西部で密集して土坑を検出した。ほとんどの上坑が長方形を呈 し,長辺 2～3m,短辺 1～ 15m
のものが多 く,最大のものはSK42032で ,長辺405m,短辺2.2m,深 さ15cmである。弥生土器の小片をわず
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SK42013         ヽ
A

SK42 018 L=36500m

A[

L〓86.500m

BI

15G 4/1暗 緑灰
25G 3/1暗 緑灰
3 10YR 3/2黒 掲

4 10YR 3/4 黒褐

5 10YR 4/1掲 灰

6 10YR 4/2灰 黄褐

7 10YR 5/2灰 黄褐

8 10YR 3/3暗 褐

9 10YR 4/2灰 黄掲

10 10YR 5/3に ぶい黄褐

11 10YR 6/3に ぶい黄橙

砂混粘質土

砂混粘質土

砂混粘質土 (炭含む)

砂混粘質土

砂混粘質土 (炭含む)

砂混粘賃土

砂混粘質土

砂混粘質土 (炭含む)

砂混粘質土(炭含む)

砂混粘質土

砂混粘質土
L=36.500 rn

CI

第 31図  SK4201 3・ SK4201 8平 ・ 断面図

かに含む程度である。長辺を南北に向けるものが多いが,一部東西方向や斜めになるものもあり,規則的な

配置 とは言い難い。ほとんどの遺構で遣物は出土 しなかつたが,弥生土器の小片を含むものがあり,弥生後

期の遺構群と考えられる。

SK42028(第 32・ 33図 )

調査区中央西部の土坑群の東端で検出した土坑である。上記の上坑群が比較的浅いのに対 し,深さ85cmを

測る。平面形態は台形を呈 し,南北2.8m,東西1.9mを浪Iる 。断面形状は逆台形で,埋土は 6層 に分層できる。

上層の 2層 は粘質シル トで ,中層部分の 2層 は細砂で炭を含み,下層の 2層 は粘土である。遺物は 1点 も出

土 しておらず,時期は不明である。
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SK42029

(第32・ 33図 )

SK42028の 】ヒ側に位置 し,

ほぼ同様相の遺構 である。

平面形態 は長方形 を呈 し ,

長辺2.4m,短 辺136m,深
さ72cmを 測る。断面形状は

逆台形 を呈 し,埋土は 5層
に分層 できる。上層の 2層

は粘質 シル トで,中 層部分
の 2層 は細砂 で炭 を含み ,

下層は粘土である。遺物は

1点 も出土 しておらず ,時
期は不明である。

SK42063

(第 34～39図 )

調査区南西部で検出した大

型の遺構 である。長辺6.12

m,短 辺5mを 測 り,東西に
長い長方形 を呈する。北東

か ら南西に向かって地山の

標高が下が っているため ,

深さは北東部で80cm,南 西
部で50cmと なってお り,床
面ではほぼ同一 レベルとな

っている。掘 り込 みは,標
高が低い西壁及び南壁はほ

ぼ垂直であるが ,標 高の高
い北壁及び東壁 は緩やかな

斜面 となっている。 また ,

北東隅は階段状 の掘 り込み

となっている。検 出面です

でに炭や焼土が認め られ ,

埋土中にも多量 の炭 ・焼土

が含まれていた。埋土は 5

層 に分層で きる。第 1層 は

黒褐色砂混粘質土層 で戊 を

含 む。第 2層 は灰黄褐色砂

混粘質土層 で第 1層 同様 に

炭 を含 む。第 3層 はにぶい

黄橙色 のやや粘性を持つ細

砂 ～粗砂層 で炭 ・焼土はほ

とんど含まないが ,土器片
が多量 に出土 した。第 4層

は遺構の東壁 と西壁部分の

み に認められる もので ,に 第32図  V区 土坑群 平面図
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SK42 028

10YR 4/2灰黄褐 粘質シル ト
10YR 5/1 褐灰  粘質シル ト
2.5Y 3/1 黒褐  細砂 (炭含む)

L〓35.800m

E

2.5Y 4/珂 黄灰   細砂
10YR 7/4にぶい黄橙 粘土
10YR 3/2黒掲   砂混粘土

L=35800m

W

L=35.600m

S

L=35,700m

E

L=35,700m

粘質シル ト

細砂～粗砂

L〓35.800m

W

(SD42001吏 ≧」二)

(SK42058増巳■ )

10YR 4/2灰黄褐
10YR S/1 褐灰
2.5Y 3/1 黒褐
2.5Y 4/1 責灰
10YR 3/2黒褐

L〓35,800m

E

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

6

粘質シル ト

粘質シル ト

細砂 (炭含む )

綱砂

砂混粘土

L=35,700m

E

10YR 5/3 にぶい黄褐 綱砂への粗砂
1

2

10YR l.7/1

10YR 5/3
黒     粘質ンル ト
にぶい黄褐 細砂～粗砂

1 10YR 2/2黒 掲   砂混粘土
2 10YR 5/3 1こ ぶい黄褐 細砂～粗砂

SK42 034 L=35600m

E

L=35700m

W

1 7.5YR 4/3 褐 砂混粘質土

10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂～粗砂

W

E
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躙瓢”1 10YR 4/3 にぶい黄褐 砂混粘質土

SK42 052

N

10YR 4/3 にぶい黄褐 砂混粘質土
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第33図  V区 第 2遺構面検出遺構断面図
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ぶい黄褐色の砂混粘質土層で多量の炭や焼土含む。第5層 は黒色 の粘質シル ト層 で,き めの細かい灰が堆積

したような層序である。第5層 も多量の炭や焼土が含まれてお り,ま たそれに混 じり上器片が多 く出土 した。

底面は平坦で,床面の北半を中心に数ケ所赤 く焼けた痕跡が認められ,北西隅ではλ化 した木材が数本出土
した。また,底面の中央やや南寄 りにおいてT字状の土坑を検出した。東西方向に長 く,その中央部から南
にのびる形態で,東西1.4m,南北85cm,深 さ10Cmを 測 り,埋土は黒褐色砂混粘質土の単層である。土坑の

西端では直径25cm,深 さ15cm,南 端では直径35cm,深さ10Cmの ピット状に窪む部分が見 られる。
出土遺物は多 く,コ ンテナ5箱分にのぼり,そ の多 くは下層から出土 した。調査時には第 1層 を上層 ,第2

層を中層,第3層 を下層 ,第 4・ 5層 を最下層 として遺物を取 り上げた。出土遺物は第35～39図 に掲載 した。
201～ 214は 上層 出土遺物である。201・ 202は 甕である。203は 高杯 または鉢の日縁部である。204は高杯 の

脚柱部で沈線3条が施 されている。205～ 209は 製塩土器である。210～ 213は この底部である。210の底面 は

ヘラミガキが施されている。211の 内面はヨコヘラケズリである。2121ま外面タテヘラケズリのちタテハケ ,

内面指頭圧が見 られる。2131よ外面に指頭圧が見られる。2141よ甕の底部で内面タテヘラケズ リである。215

～232は 中層 出土遺物である。215～ 219は 甕である。218。 219は 口縁部内面を窪ませるものである。220～

222は 広口壼の口縁部～顕部である。220。 221は 口縁端部 に凹線 1条 を巡らし,外面右上が りのタタキ,内
面ヨコヘラケズリである。222は 回縁端部 をやや上下に拡張 させ凹線2条 を巡らしている。223は高杯の口縁

部で,剥離 した接合面に沈線が認められる。224は鉢である。225・ 226は 委の底部である。225は外面にタテ
ハケが見 られる。226は内面にタテヘラケズリが見 られる。227～ 232は 製塩土器である。いずれも外面は体

部がタテヘラケズリ,脚部が指頭圧である。233～ 365は下層出土遺物である。233～ 256は 甕である。233・

234は 口縁端部に凹線を施すものである。245は体部の肩が張るもので,外面ヨコハケ,内面 ヨコヘラケズリ
のち指頭圧である。口縁部内面をわずかに窪ませている。246は頸部状 に体部上半でわずかに外方へ屈曲す

るもので ,外面はタタキのちタテハケ ,内面 ヨコヘラケズリである。245同様 , 口縁部内面をわずかに窪ま
せている。247は半球形の体部に短 く外反する口縁部がつ くもので,外面はハ ケ,内面は下半がタテヘラケ
ズリ,上半が指頭圧である。248は外面タテハケのち下半のみタテヘラミガキ,内面は下半タテヘラケズリ
で上半に指頭圧を施 してお り,い わゆる下川潤 類土器形態の土器であるが ,角 閃石は含 まず,頸部の屈曲
は緩い。249は体部の破片で,内面のタテヘラケズリは頸部付近まで延びている。250～ 256は 口縁部内面を

窪ませる一群である。251・ 252は 外面ハケ,内面ヘラケズリを施すもので,251は 日縁部が下方に下がって
いる。253・ 254は 頸部の屈 曲が緩やかなもので,内面指頭圧である。255は頸部状に体部上半でわずかに外
方へ屈曲するもので,内面タテヘラケズリが見られる。256は半球形の体部に短 く外反する口縁部がつ くも
ので,外面はタテハケ,内面は下半がタテヘラケズリのち指頭圧である。257～ 2601よ長頸壺である。260は

外面 タテハケ,内面指頭圧が見 られ,頸部外面にはハケ原体による刺突文が施されている。261～282は高杯
である。261は 小型のものである。262～ 266は 皿鉢状の形態で ,口縁部 を直立するように屈 曲した形態で ,
口縁部外面 に凹線を1条巡らすもので,端部は面を持つ。外面ヨコハ ケ,内面ナデである。267・ 2681よ 皿状
のもので ,外面 ヨコハケ,内面タテハケのちタテヘラ ミガキである。268の外面には焼成時に弾け飛 んだよ

うな破損部が認められる。269～ 2731ま 口縁部が内彎するもので,端部は九 く仕上げる。274は外方へ開 く口
縁部で ,端部は面 を持つ。275は浅い皿状の杯部で外反す る口縁部を持つ もので,外面 ヨコヘラミガキ,内
面タテヘラミガキである。276は 脚柱部である。277は 杯部下半から脚柱部にかけてのもので,杯部内面 ヨコ
ヘラミガキ,脚柱部内面はヨコヘラケズ リ,脚柱部外面に沈線 1条が施 されている。278は杯部下半の破片
であるが,外反する口縁部を持つものと考えられる。279は小型の高杯の脚部と考えられる。280は脚部であ
る。外反 しながら広がる裾部外面には凹線2条 を巡 らせ,円形スカシは 6方向である。脚柱部には沈線 3条

を巡 らせている。280。 2811よ 裾部があまり広がらないもので,内面はヨコヘラケズリである。282の 裾部に

は 2個 1対 の小円孔が見 られる。283～2901よ鉢である。283は 球形の体部がそのまま内彎 し口縁部になるも

ので,外面タテヘラミガキ,内面指頭圧及び板ナデのちタテヘラミガキである。284は 半球形の形態で外面
ヘラケズリ,内面指頭圧で,口縁部のみヨコハケである。285～290は体部から屈曲し,外方へ開く口縁部を

持つものである。285は大型のもので,口縁部は面を持ち,内面 ヨコヘラケズリのちヘラミガキである。286
～290の 端部は九 く,外面ヨコハ ケである。291～ 334は製塩土器である。概ね外面は体部がタテヘラケズ リ
で,脚部が指頭圧 ,内面は指頭圧やナデで,一部にハケが見 られる。外面のヘラケズリは下方から口縁部に

向け一気に削るが,粗雑なものが多 く,口縁部までは削 らない。また,日縁部は調整を省略するものが多い。
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第39図  SK42063出 土遺物実測図⑤

335～ 337は 制作手法が製塩土器に類似す るものであるが,丁寧なつ くりで形態 も異なるものである。335は
半球形の体部に脚部がつ くものである。体部外面はタテヘラケズリ,内面はタテハケで,脚部は外面指頭圧 ,
内面 ヨコヘラケズリである。386は 製塩土器を上下に押 しつぶ したような形態を呈 し,回縁部は外反するも
のである。体部外面タテヘラケズリは丁寧で,内面は指頭圧である。口縁部 もヨコナデにより丁寧 に仕上げ
られている。337は 335と ほぼ同じ形態であるが,内外面 とも指頭圧が見 られる。338,3891ま 脚部である。
340～ 865は底部である。内面はタテヘラケズリのものが多 く,外面はタテハケもしくはタテヘラミガキのも
のが多い。365は底部の周囲が弾 け飛んだように剥離 している。366～ 391は最下層出土遺物 である。366～

375は 甕である。366は球形の体部 を持つ ものである。370～ 372は 口縁部まで タテハ ケを施すものである。

373は 口縁部外面に不整形な粘土を 2個貼 り付けている。外面タテハケ,内面 ヨコヘラケズリである。374は

頸部状 に体部上半 でわずかに外方へ屈曲する もので,外 面タテハ ケ,内 面タテヘ ラケズ リが見 られる。
376・ 377は高杯である。外反する口縁部を持つもので,377の外面には沈線 1条 を巡 らせている。378は高杯
の脚部で外面タテハケである。379は鉢または製塩土器の口縁部で,外面のタテヘラケズリは口縁部まで達
しない。380～388は製塩土器で,外面は体部がタテヘラケズリで,脚部が指頭圧,内面は指頭圧やナデであ
る。389～391は甕の底部である。土器以外には石器と鉄器が下層から出土 した。S7は砥石である。S8は敲石

である。S7・ S8と も被熱を受けている。S9は砥石を転用 した石庖丁である。Klは 刀子である。

i  ど_、
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上層か ら最下層 まで層位 ごとに取 り上げた

が,時期差はほとんどない と思われ,弥生後
期前葉の遺構 と考えられる。特に下層 の土器

群は一括廃棄された可能性が高 く,基準資料
になりうるものである。

SK42068(歩縁10図 )

SK42029に切 られているが,長辺1.8m以上 ,
短辺96cm,深さ30cmの 長方形の土坑 と考え
られる。埋土 は褐灰色砂混粘質土の単層で, _
断面形状 は逆台形である。土坑の南寄 りで弥

生土器の壼の完形品が横に倒れた状態で出土

した。形状は松菊里型の朝鮮系無文土器に近

く,外面はナデのち下半のみタテヘラミガキ ,

内面はナデである。弥生後期 の上器 とは考 え

難 く供伴する遺物 も無いが,調査地の北東部

分に弥生 中期前半の集落が広がっていること

から,こ の時期のものと考えられる。

L=35,800m

0            10cm

l 10YR4/1 褐灰 砂混粘質土

第40図  SK42068平・断面図及び遺物実測図

(3)古代の遺構

8042001(第41図 )

調査区の北西隅で検出した不整形な落ち込みである。溝状に東側から西 に向かって流れ,調査区北西端で

大 きな落ち込みとなっている。埋土は単層である。41図 に出土遺物を掲載 した。393～396は弥生土器である。

393は 奏の口縁部である。394・ 395は 甕の底部である。396は土師器の高杯で,外面は板ナデである。397～
401は 須恵器である。397・ 398は 蓋である。399は 杯である。400は 平瓶である。401は 長頸重である。S10は

削器である。弥生時代の遺物 も含むが, 8世 紀の遺構 と考えられる。なお ,当該調査区では古代の遺構は

S042001以外には見 られない。

~~i397

0            10cm

第41図  S042001出土遺物実測図
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(4)近世以降の遺構

SB41001(第 42図 )

第 1遺構面の南半で検出した遺構である。南北 3間 (15.5m),東西3間 (15.5m)で ,総柱状にピットが並
ぶ。ピットはすべて方形で, 1辺が約 lm,深 さ10～ 20cmを 測る。ピットの埋土はにぶい黄橙色の単層で,
柱根は確認できなかった。掘立柱建物の可能性 も考えられるが,そ の場合床面積240だ となり,かなり大型
の建物が想定される。また,ピ ットの間隔がすべて5.2mで あることからも早急に掘立柱建物 とは言い難い。
SB41001の 南と北側 には東西方向の溝が掘削されてお り,その間は南北方向の鋤溝が見 られることから,こ
れらのピットも耕作に伴う何 らかの遺構 とも考えられる。遺物は出土 していないが,基本層序から考えて近
世以降の遺構 と考えられる。

Щ000'と 8=司

L〓37.000m

0                       10m
1 10YR7/2 にぶい黄橙  網砂

第42図  SB 41 001平 ・断面図
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第 5節 V区の調査

(1)概要と基本層序

調査区の北西部に位置する。調査前の状況は東西に細長い 3段の畑 となっていた。調査区東壁において土

層断面図を作成 した。 1～ 7層 は近現代の耕作土層である。 8層 は遺構埋土である。 9～ 11層 は近世の耕作
土層である。12層 の黒褐色砂混粘質土層は弥生時代～中世の遺物を含む包含層である。13層 の淡黄色粘質シ

ル ト層は遺物を含まず,地山と考えられる。遺構面は9層 上面 (第 1遺構面),12層 上面 (第 2遺構面),13層
上面 (第 3遺構面 )の 3面が認められた。第 1・ 第 2遺構面は概ね近世の遺構面で,鋤溝等が検出されてお

り,ほ ぼ現在の地形 と同じで , 3段 の田畑であった。第 3遺構面は弥生中期～中世の遺構面である。第 3遺

構面では北東から南西に向けて緩やかな斜面 となっていた。主な検出遺構は弥生中期の竪穴住居 2棟,奈良
時代の溝 と掘立柱建物 3棟等である。

12層 の黒褐色砂混粘質土層出土遺物を第43図 に掲載 した。402は 弥生中期 の甕で,外面タテハ ケ,内面ヨ
コヘラミガキである。403は 弥生後期の甕で,外面 ミガキ状の板ナデ,内面指頭ナデである。404は 弥生土器
の底部である。405は土師器の鍋で,外面指頭圧,内面 ヨコハ ケである。406は須恵器の杯である。407は 土

師器の奏で,外面タテハケのち顕部にヨコハケを施 している。408～ 4101ま土師器の郭である。411～420は土

師器の皿である。421は 須恵器の坑 である。422は和泉型の瓦器婉である。423は 土師器の婉である。424は 同

安窯系の青磁皿で,底部は無釉 である。425～ 430は龍泉窯系青磁碗で,外面に錦蓮弁が見 られる。431は 同

安窯系青磁碗で外面に櫛目文が見 られる。

V区では奥の坊権現前遺跡で主体 となる弥生後期の確実な遺構は見 られず ,弥生中期の遺構が見られるこ

とから,弥生後期の集落域の北縁部にあたると考えられる①なお,弥生中期の集落域は北東に隣接する奥の

坊遺跡が中心と考えられ,今回の調査で検出の弥生中期の遺構は奥の坊遺跡の集落域の南西端 と考えられる。

(2)弥生時代の遺構

SH53001(第 46～ 48図 )

調査区の南東で検出した竪穴住居である。南半については現有水路及び道路部分にあた り,こ れらを保護

しなければならず,調査は実施できなかったが,直径8.8m,深 さ56cmの 円形の竪穴住居 と考 えられる。埋
土は15層 に分層 できる。 1・ 2層 は上層で,黄灰 または褐灰色の粘質 シル ト層である。 3～ 6層 は中層で ,
黒 ttB色 または掲灰色の砂混粘質土層である。 7～ 14層 は下層で,炭や焼土を多量に含む層が続いている。15

層は竪穴住居の壁 と考えられる。遺構の西から北壁にかけて粘土の焼土層が壁面に貼 り付 くようにして存在

した。遺構全体 に炭・焼土が見 られ,床面直上 においては,柱の炭化材や屋根の炭化材が見 られた。また ,
床面では7基のビットを検出し,そ の内の6基が円形に巡ることから竪穴住居の柱穴と考えられる。いずれの

柱穴 も直径25～ 30cmで ,深 さ40cm程度である。
出土遺物のほとんどが床面直上で検出された。第46～ 48図 に掲載 した。432は顕都外面に櫛描直線文を有す

る甕である。433も 甕で,外面タテハケ,内面ヨコヘラミガキで,外面体部最大径付近にハケ原体による刺

突文が見 られる。434は 広口重で,口縁端部外面に斜格子文が見 られる。435も 広口壼で,頸部に 2個 1対の

円孔が穿孔されている。486は 甕の底部で,底面に焼成前の穿孔が見 られる。437も 甕の底部で,上底になっ

ている。438～442は外面にタテヘラミガキが見 られる秦の底部である。443は 甕の底部,444は この底部であ

る。445は ハケ原体の刺突文部分が見 られ,奏の体部片を再利用 した紡錘車である。Sll～828は石器である。

石器すべ て竪穴住居の東部の柱穴付近か ら壁面の間で出土 した。Slllよ磨石で,全面に擦痕が見 られ,さ ら
に先端部には敲痕が見 られる。S12・ 13は 石皿である。いずれも片面が窪んでいる。Sllと S13は近 くから出

土 してお り,セ ット関係にあると考えられる。またSll～S13は いずれも被熱により赤変 している。S14～S18

は石鏃である。S14'S151ま凹基式 ,816・ 818は 凸基式である。S191よ石槍である。S20～823'S25は削器であ

る。いずれも剥片を利用 し,刃部の調整はほとんどしていない。S24・ S26～ S28は石庖丁である。いずれも

わずかに袂 りが見 られる。出土遺物から概ね弥生中期前半の遺構 と考えられる。

餅153002(第 49図 )

斜面部で検出したため,南半は削平され,北半のみ しか検出できなかったが,弧を描 く溝 とその内側の土

坑状の遺構か ら竪穴住居 と考えられる。弧状の溝は最大幅55cm,検出長57mで ,深 さ15cmを 測る。土坑は
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2.5Y 6/1黄色 粘質シル ト
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奈良時代の溝 (SD53001)に 切 られているが,長 さ3.75m,幅 1.85mを 測る。土抗の北・西・東にはそれぞれ

直径40～50cm,深 さ10Cmの ピットが見 られる。東西のビッ トについては溝の延長 とも考えられるが ,北側
のピットをあわせ ,主柱穴の可能性 も考えられる。各遺構の埋土はいずれも同じで,褐灰色の砂混粘質土層
である。竪穴住屋とした場合 には,直径6m以上の円形または隅丸方形を呈す ると考えられる。出土遺物は
1点 もなく,時期は不明である。
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(3)古代の遺構

SB53001(第 50図 )

調査区の南東端 で検出した南北3間

(5m)× 東西5間 (8.8m),床面積44

♂の掘立柱建物である。建物の主軸

方位はN-88° 一Wである。柱間は南

北1.67m,東西1.76mで ,柱穴は楕円

形の もの もあ るが ,隅丸方形 を呈す
るものが多 く,最小 のもので 1辺約
55cm,最大のもので 1辺90Cmを測る。

削平が著 しく,柱根 を確認で きたの
は南西隅の柱穴のみで,柱の直径 は
25cm程度と考えられる。遺物は出土

しておらず ,時 期 は不明であるが ,

SD53001と ほぼ同方位であることから

7～8世紀頃の遺構 と考えられる。

Ш000・ 89=¬

0           2m
1 10YR2/1

2 10YR4/3

3 10YR4/1

第60図  SB 53001平 ・断面図

0           2m
1 10YR4/1 褐灰 砂混粘質土

第49図  SH 53002ヨ「・断i面図
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8B53002(第 51図 )

調査区の中央で検出した南北 2間 (4m)× 東西3間 (5m),床 面積20♂の掘立柱建物である。建物の主
軸方位はN-79° ―Wである。柱間は南北2m,東西167mで ,柱穴は楕円形から隅九方形を呈 し,最小のも
ので長径約50cm,最大のもので長径80cmを 測る。また,こ の建物に付随すると考えられる柱穴が 4基検出
されている。建物北西の柱穴より,半間と 1間半東側に柱穴が見 られ ,さ らにその2基の柱穴の南 1間部分
に同様に 2基の柱穴が見 られた。柱間や方位等がほぼ同じことから,SB53002とこ付随する施設と考えられる。

遺物は出土 しておらず,時期は不明であるが,SB53001と ほぼ同じ柱間であることから7～ 8世紀頃の遺構
と考えられる。
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第51図  SB 53002ヨ「・凹画面図

L=37.400m

l 10YR2/1

2 10YR4/3

3 10YR4/1

黒     砂混粘土
にぶい黄掲 砂混粘質土

褐灰    砂混粘質土
(炭含む)

SD53001(第 52図 )

ほぼ東西方向に流れる溝で,最大幅1.5m,

検出長57mを 測る溝である。断面形状はV字

に近いU字で,埋土は5層 に分層できる。第1

層は褐灰色砂混粘質土層 ,第 2層 は灰黄褐色

粘質シル ト層で, この2層 が上層である。第

3・ 4層 は黒褐色砂混粘質土層で,中層である。

第5層 は黒色の砂混粘土層で下層である。遺

物は少なく,須恵器の小片がわずかに出土 し

ただけである。

446は 上層か ら出土 した須恵器の高杯であ

る。447は 中層か ら出土 した須恵器の杯であ

る。7世紀後半の遺構と考えられる。

L=38100m

ヽ r
.     '   446

0         1m

l 10YR4/1

2 10YR5/2

3 10YR3/1

4 10YR2/2

5 10YR2/1

褐灰  砂混粘質土
灰黄褐 粘質シル ト
黒褐  砂混粘質土
黒褐  砂混粘質土
黒   砂混粘土

第52図  SD 53001断 面国及び出上遺物実測図
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SH53003(第 53図 )

調査区北東部で検出 した。北側

はSD53001に切られてお り不明で

あるが ,東西3.45m,南 北2.8m以

上 ,深 さ55cmを 測 る方形の竪穴
住居である。埋土は 3層 に分層

で き,上層は黒褐色の砂混粘質
土層 ,中 層はにぶい黄褐色砂混
粘質土層 ,下層は褐灰色砂混粘
質土層 である。床面において柱

穴を2基検 出してお り,南側 の主

柱穴と考 えられる。柱穴は直径

30cm,深 さ10Cmで ,埋土は黒色
の粘土層である。

出土遺物は主に中層部分から出

土 した。448は土師器の外である。

449は 土師器の皿で,内面 に暗文
が見 られる。450。 4511ま 土師器

の甕である。452は 土 師器の鍋で

ある。外面 タテハ ケ及び指頭圧 ,

内面指頭圧である。453は 土師器

の甕である。外面タテハ ケ,内
面板 ナデである。概ね7世紀後半

の遺構 と考えられる。

(4)近世の遣構

SB51001(第 44図 )

調査区の南東端で検 出したピッ

ト群で ,南北1間 (3.9m)× 東西
3間 (15.5m)を 測る。ピットは

円形 を呈 し,直径50～90cm,深
さ10～ 20cmを 測 り,埋土 はにぶ
い黄橙色の単層 で ,柱根は確認
で きなかった。平面プランはや

や平行 四辺形 となってお り,東
西のピット間も5.17mと 間隔が離

れていることか ら,建物の可能
性は低い と考えられる。SB41001

とピツ ト間の間隔や土色が同 じ

ことや ,周 辺の鋤溝 と同方位 を

とることか ら,耕作に関連する
遺構の可能性が考 えられる。遺

物 は出土 してお らず ,詳細な時
期は不明である。

10YR1/3 黒褐    砂混粘質土
10YR4/3 1こ ぶい黄褐 砂混粘質±  0        2m
10YR4/1 褐灰    砂混粘質土  L~~~工 ___コ

10YR2/1 黒       粘土
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第53図  SH 53003平・断面図及び出上遺物実測図
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第 6節 Ⅵ区の調査

(1)概要と基本層序

調査区の東部に位置する。壁面崩落のため,断面図は作成できなかったが,基本層序は4層 に分層でき,第1

層は約20cmの 耕作土層,第2層 は約5cmの床土層,第3層 は約10cmの掲灰色砂混粘質土層 ,第4層 はにぶい黄
褐色の粘質シル ト層で地山ある。遺構面は,第3層 上面 (第1遺構面)と 第4層 上面 (第2遺構面)の 2面確認
した。第1遺構面は近世以降の遺構面で,数状の溝等を検出した。第2遺構面はNR31001に 続 く旧河道のみを

検出した。

(2)近世以前の遺構

NR62001(第 54・ 56図 )

幅10m,深 さ約lmの 旧河道である。調査区中央から始まり,約20m北流 した後 ,流路を南西に変える。流
路の方向からNR31001の 上流部分 と考えられる。壁面崩落のため,断面図は作成できなかったが,大別 して

上下2層 に分層 できる。上層は青灰色砂混粘質土層で,下層は暗青灰色砂混粘質土層である。出土遺物 は第

等|
>

０

，
甘

卜
０
＝
＞

X=147.210

〇
劇

寸
．
い
０

“

X=147.200

X〓 147.190

X〓 147.200

〇
〇
寸
．
卜
ゆ
＝
＞

X〓 147.190

X=147.180う呻「謝削Ｗ卜め＝＞

Ｘ

０

劇
寸

卜
ゆ
＝
＞ 〇

め
寺
．
膵
め
＝
＞

第54図  Ⅵ区第 2遺構面平面図

-52-



〇

，
寸
．
卜
め
＝
＞

〇
〇
対
一卜
め
ｌｉ
＞

X=147.210

Ｏ
Ｎ

寸
．
卜
り
Ⅲ
＞

X〓 147.200 X=147.200

０

０
寸
．
卜
０

＝
＞

X〓 147.190 X〓 147.190

X=147180
一Ш「引ｒ‐ギ．』め＝＞

Ｘ

第55図  Ⅵ区第 1遺構面平面図

56図 に掲載 した。454～473は弥生土器である。454は弥生中期 の甕で,口縁端部に凹線 1条が見 られる。外

面ナデ,内面指頭圧後タテハケである。455は弥生後期の甕で拡張 した口縁端部に凹線 3条が見 られる。456
～461は底部である。462～ 4721よ製塩土器である。すべて角閃石を含むものである。473は高杯の脚部である。

474～ 479は須恵器である。474・ 4751よ郭蓋である。476～478は 郭である。479は 平瓶である。480～ 494は 土

師器である。480・ 4811よ 鍋である。481の外面 はヨコハケ,内面は板ナデである。482・ 483鍋の脚である。

484～ 489は 杯である。490～494は皿である。495は 白磁 の碗である。496は龍泉窯系青磁碗で,偏蓮弁が見
られる。S29は削器である。遺物は上・下層 とも弥生 中期から中世までのものが混在 していることから,出

土遺物から概ね中世までに埋没したと考えられる。

(3)近世以降の遺構

NR61001(第 57図 )

調査区の南東部から北部にかけて見られる浅い落ち込みである。幅は南部の狭い部分で2.4m,北部で10m

を測 り,深 さ約40cmを 測る。埋土は上下2層 に分層でき,上層は暗青灰色砂混粘土層,下層はオリーブ黒色

砂混粘土層である。出土遺物は主に下層部分から出土 した。497・ 498は備前焼の指鉢である。499～ 505は土
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第56図  NR62001

師器である。499は 羽釜である。500・ 5011よ 皿である。502～ 505は鍋の脚である。Kllま煙管の吸口である。

S30は有茎式の石鏃で,先端部は久損 している。S31は石鍬で刃部と基部は欠損 している。中世から近世にか

けての遺物が見られることから,同時期の遺構 と考えられる。

NR61002(第58図 )

調査区の南東部から中央部にかけて見 られる浅い落ち込みである。幅は北部の狭い部分で2.7m,南 部で

lomを 測 り,深さ約30cmを 測る。埋土は上下 6層 に分層できる。出土遺物はほとんど見られず,時期は不明
であるが,概ね近世の遺構 と考えられる。
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第 4章 まとめ

第 1節 遺構の変遷について
今回の調査では概ね弥生中期前半,弥生後期前半,古代,中世,近世の 5時期の遺物が出土しており,その

うち中世を除く4時期の遺構を検出した。なお, Ⅱ・Ⅲ区及びⅥ区については全期間を通じて旧河道である

ことから,こ こでは I・ Ⅳ・V区の状況について以下に主要遺構の概要と変遷を示す。

弥生中期前半

竪穴住居2棟 (SH53001・ 53002)と 土坑上基 (SK42068)が見 られる。遺跡北東部に弥生中期前半の集落遺

跡である奥の坊遺跡が存在す ることから,こ の集落域の南西端 と考えられる。上流部に弥生中期前半の集落

が広がっているため,旧河道中に弥生中期の遺物が多い。

弥生後期前半

竪穴住居 4棟 (8Hl1001・ 42001～ 42003),掘立柱建物2棟 lSB42001・ 42002)を はじめ土坑多数等を検出

した。当該期が奥の坊権現前遺跡の最盛期 と考えられる。調査地の西半に当該期の遺構が集中することから,

集落域はさらに西へ広がることが想定される。現状の地形から考えると,北側を丘陵,南側を旧河道に挟ま
れた東西約90m,南 北約80mの平坦面が見 られ,調査地は概ねその東半にあたることか ら, この平坦面部分
に集落域を想定できる。当該期の遺構の配置状況には注目すべ き点がある。まず, 4棟検出した竪穴住居の

配置は,弧状に配置されている。今回の調査地が集落の東半で,ほ ぼ同様の集落構造が対照的に見 られると

仮定すれば,竪 穴住居が円形に巡 ることが予想される。その集落の中心部 には8B42001が 認め られる。
SB42001は 当該期の香川県の掘立柱建物には珍 しく棟持柱を有するものである。集落の中心部に位置する点 ,

および棟持柱 を有する点から集落内において特殊な建物が想定される。なお ,こ の掘立柱建物を中心にL字

の溝 (SD42002)が見 られる。東と北については削平が著 しく,検出できていないが,掘立柱建物を取 り囲
むように方形に区画する溝の可能性を指摘 できる。一方,SD42002埋 没後 に多数の土坑が掘削されてお り,

そのほとんどから遺物は出土 していない。さらに,区画の溝内にはSK42063が掘削されてお り,多量の土器
が出土 している。これらは後述するが,粘土採取土坑と焼成土坑の可能性が指摘できる。

古代

I区 とV区で主に検出した。 I区 については調査面積が狭 く,遺構の性格については不明な点が多いため ,
V区 の検 出遺構 について詳 しく述べ る。 V区 では方形の竪穴住居 1棟 (SH53003),掘 立柱建物2棟

(SB53001・ 53002),溝 (SD53001)等を検出した。このうち切 り合い関係からSH53003が 7世紀後半で最 も

古い遺構 と考えられ, その後3D53001が 掘削されたと考えられる。このSD53001は検出部分の東西端の中心

をとるとほぼ東西方向の溝であるが,検出部分の中心部はN-5° 一E方向を指向している。周辺地形からも,

調査地の南西約1.5km地点で調査 した小山・南谷遺跡や新田本村遺跡で検出されたN-5° 一E方向の条里溝

であることが分かる。なお, 2棟 の掘立柱建物については概ねSD53001に平行することから,同時期の遺構

と考えられる。

中世

包含層中や旧河道中に遺物は多数認められるが,当該期の確実な遺構は不明である。

近世以降

ほぼ全域が耕作地 となっていたようで,全域に鋤溝が認め られる。その中で,Ⅳ 区南半 とV区においてピ

ットが規則的に並ぶSB41001と SB51001を検出した。掘立柱建物にしてはやや平面形態が平行四辺形になっ

ていることからこれらも耕作に伴 うものと考えられる。

参考文献

『県道高松志度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 月ヽ山・南谷遺跡 I』 香川県教育委員会 1997

「新田本村遺跡」『香川県文化財調査年報 平成 8年度』香川県教育委員会1997

-56-



°
SK42068

0                    20m
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弥生後期の主要遺構
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第61図 古代の主要遺構
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第62図 近世の主―要遺構
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第 2節 SK42063の性格について

今回の調査で検出 したSK42063子ま集落の中心 に近い部分で検 出されており,長辺6.12m,短辺5m,深 さ
80cmを浪1る 大型の遺構である。内部より製塩土器をはじめとす る多量の弥生土器とともに炭・焼土が検出

された特異な遺構である。奥の坊権現前遺跡においては出土遺物量・規模において突出することから,こ の

遺構についての性格を考えてみたい。

まず,こ の遺構の最大の特徴 としては,遺構内に炭・焼土が多量で,壁面の大部分と床面の一部が焼けて

いることである。このことから,炭・焼土の廃棄遺構ではなく,遺構内において火が使用されたことが明ら

かである。遺構内で火を使用する遺構として考えられるものは,製鉄遺構,製塩遺構,土器焼成遺構 ,そ し

て意図的でないものとして焼失 した竪穴住居等があげられる。このうち,鉄金宰等の製鉄関連の遺物が ない

ことから製鉄遺構はありえない。また製塩土器は多量に出土 しているが,海浜部でないことから製塩遺構 と

は考え難い。このため,土器焼成遺構または竪穴住居の可能性が考えられる。

次に,遺構の規模・形態であるが,こ れまで知られている土器焼成遺構に比べると,規模はかなり大 きい

方である。一方,竪穴住居 としては標準的な規模と考えられる。 しかしながら,床面において唯一検出 した

T字状 の土坑は,南端 と西端部分に深 さ10cmほ どピット状に窪む部分が見られるが,竪穴住居の主柱穴 と

は考え難い。また,壁溝やベッド状遺構も見られない。なお ,床面の土坑については土器焼成遺構 としても

不自然なものであり,検討の余地を残す。
また,遺構の層序 および遺物の出土状況から考えてみたい。埋土の最下層は厚さ約5cmの黒色の粘質シル

ト層で ,き めの細かい仄が堆積 したような層序である。下層は最 も炭・焼土を含んでいることから,こ の層

位において火が使用されたことがうかがえる。遺物 は上層か ら最下層 まで出上 しているが,最下層の上面

(下層出土遺物 として取 り上げ)において最 も多 く出土 し,第 37図283の 鉢や第38図337の製塩土器等のよう

に口縁部を下に向けた状態で出土するものが多 く,原位置を保つものと考えられる。焼失 した竪穴住居であ

れば,床面直上に原位置を保った遺物があり,その上面において炭・焼土が認められると考えられる。この

ため夕人為的に灰を敷 き,その上面に土器を並べていた と推測され,土器焼成遺構の可能性が高い と考えら

れる。

次に出土遺物から考 えてみたい。多量の出土遺

物にもかかわらず,甕や製塩土器に煤付着等の使
用痕跡は一切認め られないばかりか,2次焼成を

受けた土器 も見 られない。また,第 38図337の製

塩土器以外は土器として使用できないほど破損 し

ているものばか りで ,そ の多 くは細片である。さ

らに ,第63図 のように焼成時 に弾け飛んだような

破裂痕のある土器が2点出土 している。 これ らの

ことからSK42063は 土器焼成遺構と考えられる。

さらに,SK42063以外出土弥生土器では図示 した

122点 の うち14点 にその胎土中に角閃石が含まれ

てい る。角閃石を含む胎土の土器は下川津B類土

器と呼ばれ,高松平野中央部で製作された土器と

考えられている。このため ,,SK42063以 外におい

ては11.5%の 比率で高松平野中央部の胎土と考 え

あられるのに対 し,SK42063か ら出土 した土器の

ほとんどは角閃石を含まないものであり,在地の

胎上のもの と考えられる。また,SK42063の 北西

に不規則に密集 して存在する土坑群は,深さ20cm

程度で,遺構内からはほ とんど遺物が出土 してい

ない。このことから,こ れらの土坑群が粘土採取

土坑であった可能性が指摘できる。
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第63図  SK42063出 土破裂痕土器 (S〓 1/4)



第 3節 奥の坊権現前遺跡出土弥生後期土器の特徴について

高松平野中央部の弥生後期の土器は下川津 B類土器に代表されるように角閃石を含むものが一般的である。し

か しながら,奥の坊権現前遺跡出土遺物は角閃石をほとんど含まない点で,高松平野中央部の土器と異なるもの
である。胎土中の砂粒も粗 く,多量に含んでお り,一見して平野部の土器とは異なる。SK42063は 第2節 で述べ

たとお り,土器焼成遺構と考えられるもので,高松平野東部の丘陵部の土器様相 を示す ものとして評価できる。
胎土以外の特徴としては,甕や重の口縁部の上面に窪みが見られるものがある。これは日縁部のヨコナデ

時に口縁端部の上面を強 くなでる (以下,口縁端部上面ナデ技法と呼ぶ。)こ とで窪 んだり,屈 曲している

ものである。SK42063出 土遺物のうち口縁部に凹線を施さない甕・重 t望1個体出土 してお り,そのうち第64

図の11個体 (約27%)に 口縁端部上面ナデ技法が認められる。一方,口縁部のナデ技法は高松平野中央部で
製作 される下川津B類土器 にも見 られる。 しか しながら下川潮 類土器 は回縁端部のみならず,口縁部上面

全体 を強いナデにより凹凸をつ くるもので,端部のみをなでるものとは異なる。このため口縁端部上面ナデ

技法が奥の坊権現前遺跡の土器の特徴 として認識できる。

また,口縁端部上面ナデ技法を施す土器は,や や時期が下るが,第65図 に掲載 したように原中村遺跡におい

ても見 られる。このことから口縁端部上面ナデ技法は高松平野東部の丘陵地域の土器製作技法と考えられる。

253                             258

第64図  口縁端部上面ナデ技法を施す土器
257

(S=1/4)

ヽフッ)｀ 、ヽ、
だ＼

第65図 原中村遺跡出上土器 (S=1/4)
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第 4節 山田郡北部の地形と地割について

奥の坊権現前遺跡の所在する高松町は古代において山田郡の北部に位置する。この地域の条里地割について

は山田郡に一般的に見 られる条里地割 lN-11° 一E)と 異方位条里地害J(N-5° 一E)の 2方向の条里地割が

表層地割として見 られる。奥の坊権現前遺跡の西約1.5kmで調査された小山・南谷遺跡において lN-5° 一E)

が検出され ,藤好史郎氏により北部条里地割として報告されている。この北部条里地割の施行域は現存する表

層地割から槻ね東西 。南北とも6～7町四方で,時期的には,南部条里地割 (=N―■
°
―E)よ りも相対的に古

く,8世紀代に胡 り得る可能性を指摘 している。

今回検出された1報朔 530011よ検出部分の東西端の中心をとるとほぼ東西方向の溝であるが,検出部分の中心部
はN-5° 一E方向を指向している。周辺部の表層地割か らも北部条里地割に合致す ると考えられる。また ,

SD53001は その出土遺物から7世紀後半の時期が考えられ,小山 。南谷遺跡検出の条里溝よりもさらに古い時期
のものである。このため,北部条里地割施行前の地割とも考えられる。奥の坊権現前遺跡は丘陵部に位置 し,
地形は北東が高 く南西が低いことから,条里地割に斜行する形で地割を行うような地形的制約を受けてもおか

しくない。にもかかわらず,地害」を東西方向にとることは条里地割施行のような大規模な規制 としか考え難い
ことからも北部条里地害Jの廷伸であると考えられる。以上から,北部条里地害Jは遅くとも7世紀後半に施行さ
れ,平野部の最 も奥まった地域まで施行 されていることが指摘できる。なお,平野部の最奥部のこの地域まで

条里が施行され,集落を検出したことは,鳥坂峠を越え三木郡の海浜部へ抜ける道 (ほ ぼ県道高松志度線と同
じルート)が存在した可能性が考えられる。
この北部条里地割の形成過程には旧地形が大 きく関わっていると考えられる。このため,旧地形を復元 して

みたい。江戸時代以前の地形が推定可能な史料 として香西成資が享保 4(1719)年 に成立させた『南海通記』
がある。その中に天正10(1582)年 頃の地形 として「…春日ノ里二至ル ,此所ハ屋島山,石清尾山両受ノ間 ,
入海ニテ山田郡小山ノ下マデ潮サシ来ル,遠干潟ナ春日里 卜木太郷ノ間,海ノ中道アツテ通用ス。…Jと 記載
している。小山とは,現在の高松市新田町字小山にあたると考えられる。また,小山の北西には堀江や南堀江
といった字名 も残 り,概ねこの付近まで海岸線あるいは河口が湾状に入 り込んでいたと想定できる。なお,こ
の地域は現在の町名で高松町と新田町に分かれる。新田町は高松町の南側から西側を取 り囲むように所在 して

お り,町名はその名が示す通 り近世の新田開発によるものである。このため,高松町と新田町の西側の境が概
ね海岸線 と推定できる。なお,高松町と新田町の南側の境はほぼ旧河道流路 と重なっている。一方,屋島との

間にも海が広がっていたことは,F平家物語習等からうかがえる。北側海岸線については,概ね志度街道付近
までは陸地と考えたいが,条里地割は喜岡城周辺までしか認められず,やや南に後退する可能性もある。なお,
対岸の屋島では屋島神社参道付近で7世紀の土器が出土してお り,こ の付近までは陸であ り,海峡幅は狭い部
分で200m程度 と推定される。また,東側に広がる立石山塊であるが,小 山付近では丘陵部が西へ大 きく張 り出
しており,大 きく入 り込んだ海岸線によって南側 と隔絶 している。以上から中世までは高松平野の中で ,こ の
地域が海岸 と丘陵に囲まれた独立した小地域であったことがうかがえる。

このうち表層条里から推定すると,北部条里地割は新田街道 (県道屋島塩江線)を 除けば概ね小山付近の西
へ張 り出した丘陵以北に限られ,北は古高松小学校付近までである。西は海岸線から今回の調査地付近まで見
られる。南北約lkm,東西約18kmの範囲となり,藤好氏の推定よりもやや東西方向に広い範囲となる。なお,
この北部条里地割施行範囲内にも表層条里では南部条里地害↓が認められ,北部地割を取 り込みながら南部地害J
が北へ廷伸 していったことがうかがえる。小山・南谷遺跡で検出された北部条里地割の溝は12世紀後半に埋没

しており,南部条里地割の延伸がこの時期以降であった可能性が考えられる。さらに,建武 2(1335)年 に築
城された喜岡城周辺は南部条里地害↓を基準 としていることから,少なくとも14世紀前半には既に南部地割が廷
伸されていたことがうかがえる。また,旧地形で海中であつた新田町の北西部については17世紀の西嶋八兵衛

や松平頼重による干拓により新田開発がなされており,その際には南部条里地割が延仲されている。
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金田章裕「高松平野における条里地割の形成」『讃岐弘福寺領の調査Ⅱ』高松市教育委員会 1999
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土 れぞれ

器種 外 面 内 面 色  調 胎土 完成
口径 底径 暑i

I

上師器

甕
276 4

ナ デ ヨコハケ 5YR5/6
田兼堰

甲 f・J租

肩・尋
良

上師器

奎
320 粗 いタテハケ ナデ

接合痕

;YR5/6

隆

,や密
百・長

良好

土 師器

係
5

マメツ マメツ 10YR7/6
田 昔 退

やや 省

FT・ 星
良

磁 器

続

青磁釉 百枢 柵

輪花文

10YR6/2

オリーブ灰
露

毛泉窯系
良好

弥生土器

欲

マメツ マメツ 5Y4/2

灰オリーブ
やや租

石・長
不良

6
弥生主器

審

マメツ マメツ 7 5YR6/6

緒

やや粗

石・長
良好

7
麻生土器
雪杯

マメッ

円孔2個 1対 3方

マメツ 5YR6/8
緒

やや粗

石・長
良

弥生土器

製塩土器

指頭圧 ナデ 2 5YR6/4

にぶい橙

F
F・尋

良

二 H印需

甕

マメツ マメツ 5YR5/6

明赤褐

VAυ不且

FT・ 尋・色
良

須思孫

蓋

回転ナデ 回転ナデ 2 5Y3/1
障由

やや密

石
良

主印孫

奎
280

7 5YR7/6
搭

やや 密

百 ・ ξ ]
良

土師器

皿
220 ナデ ナデ 2 5YR5/6

田兼想

密

¬] ・ 長
良

上師器

杯

マメツ マメツ 5YR7/8
捨

関

T〒・ 尋
良

土師器

杯

マメッ マメツ 25Y8/2
匝 白

,や密
F・阜

良

1
上師器

不

マメッ マメツ 10YR6/3
1■ ミミ1、昔耀

畳

F・ ミ
下良

1
須恵器

不

を5Y8/1
下 由

雪

FT・ 唱 ユ
良

17
弥生土器 マメツ マメツ 7 5YR6/8

橙

やや密

百,長
良好

弥生土器

憲

マメツ マメッ 25Y7/2

灰責

やや密

百・長
良好

ぷ生土器

梨塩土器
指頭圧 マメツ 2 5YR6/6

緒

やや省

石・長
艮

椰生上器

製塩土器
1弓
悟頭圧 マメツ 25Y7/3

浅責

やや省

石・長
良

杯生主希

製塩 上器

マメツ マメツ 5YR6/4

にぶい橙

やや密

石・長
良好

弥生土器
製端土器

マメツ マメツ 2 5YR6/6
持

やや密

F・ 尋
良好

弥生上器
赳 捜 十 盤

タテヘラケズリ,指頭圧 マメツ 10YR6/3

にぶい黄橙

やや粗
7〒・ 尋

良

列 IヽE工喬

製塩土器

タテヘラクスリ,福頭圧 ナデ 10YR7/3

にぶい責橙

やや密
孝〒・ 蝙 ユ

良好

上師器

審
260 ヌアハグ ヨコハケ,ナデ 10YR5/3

にぶい責糧

やや密

扁・三・色
良好

弥 生 工 希

菱

ナデ

腺刻

指頭圧 7 5YR6/8
繕

やや粗
石・尋・三

良

土師器

不

ナデ ナデ 2 5YR6/6
悟

露

麻・尋
良

磁器

碗

青磁釉
鵠蓮弁

青磁和 10YR6/2
オリーブ灰

雪
i宣泉望系

良好

弥生土器

審
268

マメツ マメツ 10YR7/3

にぶい責橙 斡
・長
Ｐ

庁口
良

椰笙工希

萱口壺
220 ナア

lRF空 帯 1峯
ヨコンヽケ,ナデ ｖ

白
餌
灰

P甲密
百・長

良

祢生土器

葛杯

マメツ ヨコヘラケズリ 10YR6/6

明責褐

やや密

百・長・角
良

弥生土器

製塩土器

マメツ 板ナデ 7 5YR7/4

にぶい橙

やや密

石・長
良好

弥生上器

製造 十繋

マメツ マメッ 10YR6/4

にぶい赤櫓

やや密

石・長
良

弥生土器 マメツ 指頭圧 2 5YR5/6

HR未福
杷

石・長
良

弥生土器

恣

タテヘラミガキ タテヘラケズリ後ナデ 25Y7/3
原昔

督

F・ 尋
良好

弥生土器 マメツ マメツ 5Y3/2

灰白

やや密
FT・尋

良

弥生土器
輩

マメツ マメツ 5Y8/2
匝白

やや密

石・長
良好

褒恩器

不

剰監 ヘ フグ ム ツ,口 猛 ア ア 回転ナデ Ч7/0
腰白

密

晨
良好

-67-



上帥希

奪

マメツ ヨコハケ 10YR7/2

にぶい責糧

やや杷

石・長
良

上師器
m

ナデ ナデ 7 5YR3/4
建昔緒

密

石・長
良

上師器
皿

ナデ ナデ 10YR7/4

にぶい責経

密

石・長
良好

土師器 マメツ マメツ 10YR8/2
F白

やや粗
7耳・ 尋

良好

上師器 11
マメツ マメツ 10YR3/2

毒昔緒

やや雹

不〒・ Fユ
良

土師器

皿

マメツ マメツ 25Y5/1
筈匝

,や密
FT・ 尾

良好

主HIV語

皿

ナデ ナデ 25Y8/3
絡 昔

踏

F・ 尋
良

上師器
Ill

マメツ マメツ 10YR8/4
建 昔 捨

やや密
百 ・ 項 ユ

良

上師器

Ell

マメッ マメツ 25Y8/2
灰白

雪

百・長
良

上 師器

皿
2
マメツ マメツ 10R6/6

赤橙

eや密
百・長

艮

土 師器

皿

マメツ マメツ 10YR6/2
庶昔禍

eゃ省
酢 長

艮

須 恵器

鉄
260 回転ナデ 回転ナデ 10Y5/1

匠

F
F・再

主婦

須恵器
鉄

回転ナデ 回転ナデ Ч7/0
耐 由

督
良好

土師器
鉄

マメツ

時口恙

マメツ 25Y8/3
器昔

やや密
FT・尋

良

上師器
引引とき

252 71
マメツ ヨコハケ N8/0 露

良好

土師器
】司a 250

マメツ マメツ

博合危

10YR7/3
にくい音湾

やや粗
良好

上師器
羽 全

指頭圧 マメツ 10YR8/4
稔昔 繕

やや 密

百 ・ ;議
良

土師器
綿

ナデ 7 5YR4/4
想

やや密
石 ・ 嘔 ≧

良好

土師需

渦

ナデ 15Y7/4
皓書

やや密
7=・ f3

良好

土師器

鍋

ナデ 10YR7/2

にぶい責橙

やや密
石・長

良好

土師器

鍋

ナ デ 10YR7/8
昔 烙

やや 密

F・ 唱 ユ
良幻

上師器

鵠

ナア 10YR8/3
建 昔 繕

9や密
F・ Fヨ

良好

土師器

紹

ナデ 5YR6/6
焙

やや密
言 ・ 堀 ユ

良好

土 師器

襴
5
ナデ 7 5YR6/8

措

やや密
言 .Fユ

良好

土師器
綿

ナデ 7 5YR4/4

褐

やや 密

==.F=

良好

土師器
鰯

ナデ 25Y8/3
珠 昔

eや密
Ff・ 唱 子

良婦

土師器
紹

ナデ 25Y7/3
浅責 斡
・長
ｐ

巨
婁好

土師器
銘

ナデ 25Y7/6
日日善 娘

やや密
F.蝙 ≧

良好

土師器
銘

ナデ 25Y7/3
建昔

やや密
石 ・ 尋

良好

二 日印孫

鍋

ナデ 2 5YR6/6
緒

やや密

石・長
良好

弥 生主喬

甕

マメツ マメツ 25Y6/2
下昔

やや密

石・長
良

体生土器 マメツ 指頭圧 5Y8/3

炎黄

やや粗
万 ・ f3

良

煩恵器

董

糸切り,回転ナデ 回転ナデ 7 5YG/1

F
雷

不〒・ F}
良好

器恵層〔
士亜

3
回転ナデ 回転ナデ N8/0

腰 白

賢

FT・ 尋
良好

上師器

憲
220 4

マメツ マメツ 7 5YR6/6
焙

やや組
言 ・ 項 〕

良

上師器

恣
280

マメツ マメツ 75Y6/4
1=黛 Iヽ燈

やや相
石 ,項 〕

良

土師器
杯

122
マメツ マメツ 25Y3/3

琳 昔

やや密
石 ・ 蝙 ユ

良

上師器
朔 全

260
ナ デ ナデ

樺合痛

10YR7/3

にぶい黄糧

0や召
FT・三

良

上師器
m

ナデ ナデ 10YR8/4
進昔椿

4
F・ 篤

良

土師器
Ell

ナデ ナデ 25Y3/2
匝 由

9や密
FT・ F事

表好
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比

平瓦

L面ナデ 凹面布目 10Y7/1

灰白

やや密

百・長・雲
艮

臓器

腕

書磁釉 青磁和 5YG/3

井:J―ブ音
奮

電泉窯系
婁好

厳器
腕

青磁釉
篤革弁

青磁釉 10BG7/1
BR音

「

督

虐泉窯系
良好

蔵器

腕

寺磁釉
虐浩 牟

寺磁和 5G6/1
緯 臣

密

僧泉窯系
良好

磁器
前

青磁釉 青磁釉
'5Y4/2天オリーブ

雪

信泉窯系
良好

隠喬

皿

舌磁釉 ,高台暴釉 青磁釉
'5Y7/1下 白

密

司安豊系
良好

磁器

婉

言柩 細 ,属 言 紫 細 青磁 和
'5GY7/1]日監ユ匝

密
嶺臭睾系

主好

百鍋
'中

綿 2姿 中綿 1条

ん

由

〕

正

土師器

鶴

ナデ 10YR5/2

灰責褐

やや密
写・長

主好

土師器

鍋

ナデ 10YR6/2
歴昔椙

eゃ省
g.岳 婁好

上師器

渦

ナデ !5Y3/2

更白

eゃ密
g.岳 翼好

上師器
渦

ナデ 10YR7/2

にくい音緒
0や密
FT・ 旱

良好

土師器
招

ナデ 10YR7/1
fIP凸

0や密
良好

土師器
素

ナデ,ハケ
堂付 著

ナデ ;Y7/2

天白

やや粗
FF・尋

良

弥生土器
廣 同 喜

デ

ロ

ナ

川

ナデ
空 菩 1冬

25Y8/1 やや粗
良

麻生土器 336
マメツ マメツ と5YR3/3

炎責

賢

F〒・ 与
良好

麻生上器
笙

ナデ
』籠 1条

指頭ナデ 10YR6/3
にぶい責糟

やや密

FT・ 唱 ユ
良

麻生土器
癖

タテハケ ヨコヘラケズリ後タテヘラケズリ 25Y6/2
灰貴

0や粗
F・ 星

主好

器土生ｈ
μ
態
亙

ナデ ナデ
lB合篤

10YR7/3
にぶい昔棒

0や密
F・三

表好

か生土器
簑

マメツ マメツ ５ＹＲ８
騰

ef密
厨・長

良

弥生土器

甕
126

マメッ タテヘラケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙

9や租
日・長

良

弥 生上器

華

多テハ ケ 阪ナデ 10YR7/3
1「 劇 、書 烙

Pや程
F子・ 三

良

弥生 土器

型塩 十黒

マメツ マメツ ,YR7/3

=ミ
ミIヽオ旨

ζ
〔・阜

良

跡生土器

剋塩 十黒

マメツ マメツ 25Y8/2
贋 白

や密

・ 早

艮

ぷ生上器
型常 十黒

悟頭圧 マメツ 2 5YR7/3

鴻宗清

やや密
呵・尋

良

104
ホ生土器
製造 十黒

マメツ マメツ 10YR6/4
に黒 しヽ未絡

ρや密

FT・ 尋
良

弥生土器

鉄

ナテ

」繰1条

ナデ !5Y7/2

天黄

eゃ密
FT・ 早

良好

麻生土器
よ

ンテハケ 指頭圧 10YR8/2 ,や密
良

麻生土器
陸

マメツ マメツ と5Y6/2
天責

●■
FT・尋

不良

称生土器
'テ

ヘラミガキ ナデ 25Y7/2
正昔

雪

Ff・ 尋
良好

ぷ生土器
等

マメツ マメッ 25Y7/2
匝音

やや粗
房耳・ 尋

良

弥生土器

審

マメツ マメツ 25Y7/2
膊 昔

0や密
写・ 三

良

弥生土器

妻

マメツ ナデ 7 5YR6/4

にぶい緒

0や粗
F・三

良

弥生土器

輩

ナデ 旧頭圧後板ナデ 7 5YR7/2
日日鬼昌腰

Pや密
g.岳 醍好

頁恵器
装

回転ナデ コ転ナデ 洵

白

岨

一火

省

Ff・ 三
良好

猥息孫

杯

回転ナデ 回転ナデ 嶋

更

Pや密
FT・ F子

良好

須恵器

郷

引転 す ア 回転ナデ 洵

白

Ｗ

硬

弯

ζ・暑
ミ好

狽息孫

不

コ転ナデ ]転ナデ 75Y7/ヽ

F白
F
写・早

貫好

須 恵器

係
120 コ転ナデ コ転ナデ 25Y3/1

匝 白

F
写・辱

良好

員恵器
示

回転ナデ 回転ナデ ヵ

白

Ｗ

下

督

FT・ 尋
良好
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狽 思喬

琳

コ転ナテ 回転ナテ 5Y7/1
F白

硲

石 ・ 尋

良好

須恵器

杯
11

コ転ナデ 回転ナデ 25YR6/3
こぶい橙

冒

孝

=・ =ユ

良対

須 恵器

盲 林

回転ナデ 回転ナデ Ч7/0
匝 白

露

FT・ 尋
良加

須恵器

高杯

回転ナデ 回騒ナデ N7/0
匝 白

至

百 ・ 唱 ユ
良好

須恵 器

宮林

回転ナデ 回転ナデ N8/0

「

由

露

石 ・ Fユ
良好

須 恵器

首 抹

コ転ナデ 回転ナデ ヵ
白
Ｎ７
灰

密

石・長
良好

須恵器
言杯

コ転ナデ 回転ナデ ５Ｙ
灰

驚

==・
三

不良

須恵器
富 抹

回転ナデ 回転ナデ N6/0 雪

F・ 阜
良幻

須恵器
高杯

回転ナデ 回転ナデ 5Y5/1

F
璧
g.尋 良好

痕思器

笥杯

回転ナデ コ転ナデ 25Y7/2
F音

督

F・ 尋
良

興思器

葛杯

回転ナデ 回転ナデ N6/0
臣

督

FT・ 尋
良好

土師器

甕

タテハケ ナデ 7 5YR6/3

にぶい褐

やや4L

石・長
良

土師器

甕
350

マメツ マメツ 25Y7/2

「

昔

やや召

石・長
良

土師器

甕

ナデ ヨコハケ 10YR6/2
臣昔濯

やや 雹

不〒・ f≧
良

土師 器

奎

タテハケ ヨコハケ 25Y7/3
毒告

やや密
石 ・ 唱 子

良好

土師器

警
270 タテハケ後ヨコハケ ヨコハケ,指頭圧

柱 朴 著 剌
盤

賢

Ff・ 尋
良好

上師器
警

マメツ マメツ 2 5YR7/4
琳茶搭

露

Ff・ 三
良

上師器
議

ヱメツ マメツ 25Y8/2
匝 白

露

百 ・ 唱 ま
良好

土師器
暮

ナデ ナ デ 25Y7/2
灰黄

9f租
F=・ 唱 子

良好

工 H印喬

甕
220

マメツ マメツ 10YR7/4

にぶい黄橙

密

百 '長
良好

上師器

季
290 IEいタテハケ 粗いヨコハケ 25Y7/3

浅責

4
巨・長

良好

14(
土 師 器

皿

マメツ マメツ 25Y7/3
浅責

蛮
g.岳 良

土師器
Ell

マメツ マメツ 25Y8/3
4善

驚

F.F≧
良

主RAl希

皿
17
マメツ マメツ 10YR7/2

にくい音耀

密

石・長
良好

須 恵器

イ
9

コ転ナデ 回転ナデ 75Y7/1
F白

密

石・長
良好

弥生上器

甕

マメツ マメツ 10YR8/2
F白

密
Я写・ F語

良好

弥生土器

甕

ナデ

惇合席

ナデ
好 合 泊

Z5Y7/3
毒普

密
7■・ 尋

良好

弥 生土器

姦

タテハケ 板ナデ 25Y5/2 □
良好

弥 生土器

警
114 タテ
ヘラミガキ
爪形押圧3個

タテヘラケズリ後指頭ナデ 25Y6/3
1f式ミに、告

田

FT・ 尋
良月

弥生土器
製 拍 十哭

4
マメツ マメツ 10YR8/3

導書緒

密

百・長
良

弥生上器
製 控 +哭

1

マメツ マメツ 25Y8/2
匝 白

密

石 ・ 長

良

弥生土器
状

マメツ

聞緯ク峯

ナデ 10YR6/3
1「 ミミIヽ送争焙

やや粗

不〒・ 蝙 ≧
良

弥生土器
欲

260
ヨコヘラケズ リ後ヨコヘラミガキ ,ナデ
聞綿ク冬

タテヘラミガキ 10YR6/4
1=黛 I、告 絶

0や粗
F・ 星

良好

弥 王 工 希

長頸壺

タテハケ
ハケ原体による刺突文

ヨコヘラケズリ後指頭圧 2 5YR6/3

にぶい責

Pや密
吾・ 堀 ユ

良

弥生土器

高杯

マメツ マメツ 5YR6/6
港

やや 租

百 ・ Fユ
良

弥生土器 タテハケ,ナデ タテヘラケズリ 10YR7/3

にぶい責橙

やや粗
言 .F≧

良好

弥 生 上器

畜

マメツ 指頭圧 7 5YR4/4

褐

やや密

石・長
良好

弥 生 土器

喜

マメツ 指頭ナデ 10YR7/2

にぶい責櫓
やや粗

石・長
良好

弥生主器

甕

タテヘラミガキ タテヘラケズリ 10YR7/3

にぶい責椙

密

石・尋
良好

弥生土零

秦

タテヘラミガキ マメツ 10YR7/3
にぶい責橙

Pやホ且
百・長

良
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弥生主喬

紡錘 車

マメツ

十黒録 用 峰 虚修の家 剤

マメツ

にぶい黄橙

甲 A‐J租

石・長
良

獅生二希

紡錘 車

万ア

上器転用,焼成後の穿孔

ハ ケ

灰黄

田

石・尋
良好

須 恵器

盲 林

]転ナデ 回転ナデ N5/0
匠

4
F・尋

良好

狽患希

高杯

」釉 すテ 回転 す テ 10YR3/1
F白

r
F・ 尋

良

土師器

蓬
308 タテハケ 板ナデ 25Y7/3

稔普

やや密
F・尋

良好

工 H甲奮

輩
240 メ7ハグ 腺すテ Zう Y′ /Z

灰黄

P甲 省

百・長
良好

土師器

甕
280

マメツ マメツ 10YR7/2

にぶい責鵜

4
ET・尋

良

土師器

甕

タテハケ,指頭圧 阪ナデ 10YR7/3

にぶい責糧

やや粗
石 ・ 捐 妻

良

土師器

菩

タテハケ,指頭圧 阪ナデ 5YR3/3
淋緒

胆

FT・ 尋
良

土師器

甕
256 タテ
ハケ 脂頭圧後ヨコハケ 10YR8/2

「

白

やや召

石・長
良好

弥 生 土器

姦

粗いタテハケ マメッ 7 5YR6/4
1こ 式ミLヽ緒

やや密

石・長
良

弥生土器
蓬

マメツ ヨコヘラケズリ ,YR6/4

=ミ
ミい烙

露

=〒
・ 唱 ユ

良

弥生上器
蓬

タテハケ 指頭圧 10YR6/4
trミ L、書焙

やや粗
石 ・ 蝙 ユ

良

弥生上器
毒

タテハケ 指頭圧 10YR5/3
にぶい責握

憂

F・ ニ
良幻

弥生土器
欲

ナデ ヨコヘラケズリ後ヨコヘラミガキ 7 5YR6/3
lfミミI、鬼目

露

F・ 唱 ユ
良好

弥生土器
欲

300
マメツ ナデ 7 5YR5/6

日日溜目

賢
FF・ 埠 ユ

良

弥生上器
整

ナデ ナデ 10YR5/3
にぺい掲

賓
FF.堀 事

良好

弥生上器
製塩土器

者頭圧痕 ナデ
綿彦‖

10YR6/3

にぶい責橙
密

石・長
良好

弥生 主喬

製塩 土器

タテヘラケズリ マメツ 5YR5/6

明赤褐

租

石・長
良

弥生上器

製塩土器
3
タテヘラケズリ ナア,石顕L 7 5YR6/6

橙

弯
g.弔 良

弥生土器

甕

阻いタテハケ 板ナデ

接合痕

5YR6/6

橙

弯

巨・長・雲
主幻

須 恵器

奉
200 4

」私 す ア

鶴彦1

コ転ナデ 5Y7/1

灰白

督

巨・長
良好

須恵器

杯

回転ナデ 」私 す ア Ч4/0

匿

筆

F・ 尋
良好

須 恵器

郷

回転ナデ コ転ナデ N6/0

灰

督

F・ 尋
良好

須恵器

不

回転ナデ 回転ナデ N5/0
匠

雪

百・早
良好

須恵器 回転ナデ 回転ナデ N6/0
匝

爾

百・尋
良好

獲恵器 コ転ナデ 回転ナデ N4/0

「

雷

石・長
良好

須恵器
童 炊

コ転ナデ
:Ⅲな 1基

回転ナデ Ч7/0 露
良好

磁器

術

青磁和 青磁釉
沖綿 ク冬

25Y6/3
こぶい責

誇
柔泉窯系

良好

土師器
抹

ナデ
ヘ う切 W

ナデ Z5Y3/2
灰白

硲

FT・ 尋
良

上師器
ITh

ナデ
ヘ弓t4明

ナデ 5Y3/1
匝 白

雪

F,こ 良

上師器
係

ナデ
ラヽtJlり

ナデ 7 5YR7/6
繕

至

FT・ fユ
良

土師器 ナデ
ラヽtJlり

ナデ 10YR7/6
BR昔 想

露

百 ・ Fユ
良

弥生土器

言杯
198 7

ナデ
」綿 2条

タテヘラミカキ,ヨコヘラケスリ 7 5YR6/6
搭

Pや密
百・星

良

弥生 土 器

営旅
200 タテハケ

nII鶴,峯 田 彰 又 h●夕4ナ
ナデ 7 5YR6/6

焙

9や密
F.Fユ

艮

弥生土器

忘杯
160 タテヘラミガキ

'テ

ヘラミガキ 7 5YR5/4
1=ミミ1、想

4
Ff・三 .ね

ミ婿

弥生土器

恵杯
120 タテヘラケズリ

聞 範 ,峯
阪ナデ 10YR5/4

1=剖 、書 雄 'や
密
g.早 良好

都生土器

笥杯

タテヘラケズリ

凹線1条

阪ナデ 7 5YR6/6

橙

踏

F・ 尋
良好

弥 生土器

型点 十黒
111

タテヘラケズリ ヨコハケ 7 5YR6/6

緒

やや粗
石 ・ 瑕 ]

良好

弥 生土器

型撫 十黒

タテハケ ヨコンヽケ 10YR4/3

にぶい責褐

4
FT・ 尋

良
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弥生上器

甕

ナデ ナデ 7 5YR7/3

褐
阻

百 ・ Fま
良

弥生 土器

馨

マメツ 悟頭 圧 10YR5/4
にぶい音権

やや 省

下〒・ 堀 ユ
良好

弥生上器
警

マメツ マメツ 10YR4/2
灰旨褐

r■

F=・ 星
不自

弥生土器
議

マメツ マメツ 25Y4/1
告 F

やや 租

π〒・ Fユ
良

弥生土器
営 泳

244 ナデ ナデ 5YR6/4

にぶい橙

やや密
ヌ

=・
三

良蜘

弥生上器
高杯

マメツ
】中綿 n峯

マメツ 7 5YR6/3

にぶい褐

や や租

石・長
良

弥生土器

勲玲土器

脂頭圧 指頭圧 5YR5/6

明赤褐

やや密

石・長
艮

弥生上器

型怖 土器

マメツ マメツ 5YR6/6
緒

やや粗

石・長
良

弥エエ希

製塩 土器

ナデ ナデ 7 5YR5/4

にぶい掲

やや密

石・長
良好

弥生土器

製塩上器

タテヘラケズリ タテハケ 7 5YR4/1

糧 腰

やや 雷

石 ・ 尋

良

弥生土器

型惰 十果

マメツ マメツ 5YR6/6
簿

やや粗
ア耳・ 尋

良

弥生上器
1

ミガキ 指頭圧 7 5YR4/3
想

やや密
Я写・ 編 ]

良

弥 生土器

惑
1

ナデ ヨコヘラケズリ 10YR5/4
1=ミミLヽ :雪雄

やや密
石・尋・色

良好

弥生土器 タテヘラケズリ後タテハケ 指頭圧 10YR5/3
1=くい書雄

やや密
石 ・ 編 ユ

良好

弥生上器
導

指頭圧 マメツ 2 5YR4/3
1=ミミIヽ Rヽ雄

やや密
石 ・ Fユ

良

弥生土器
整

ナデ タテヘラケズリ 7 5YR6/6
悟

やや粗
7耳・ 三

良好

弥生土器
整

ナデ ナデ 7 5YR4/2

「

想

やや密
石 ・ 堰 ユ

良

弥生上器
霊

ナデ ナデ 25Y5/1

黄灰

やや密

"雪

・ 唱 子
良好

弥生土器

菱
1

マメツ マメツ 7 5YR5/4

にぶい褐

密

石・長
良

弥生主器

甕

タテハケ ナデ 5YR5/4

にぶい赤褥

密

石・長
良好

弥生土器

甕

マメツ マメツ 7 5YR4/2

阪掲

租

石・長
艮

弥生主希

広 口壺

タタキ
岡 緯 1峯

ヨコヘラケズリ 7 5YR6/4

にぶい橙

やや密

石・長
良好

弥生主孫

広 日壺

タタキ
「In婦 1基

ヨコヘラケズリ 7 5YR6/3

にぶい褐

やや 笹

″

=.F≧

良好

弥生土器

広口壺

ナデ
凹緯 2条

ナデ
好 合 痛

7 5YR6/4

にぶい橙

密

石・尋
良好

弥生土器

宮林

マメツ

接合面に沈線1条

マメツ 7 5YR6/4
にAミ 1,ヽ潜

やや密
F・弓

良

弥生上器

宮林

ガ ナデ 7 5YR5/4

にぶい褐

督

FT・ 旱
良

弥生上器

恣

タテハケ タテヘラケズリ 10YR6/2

「

音綱

やや雷

石・長
良好

弥生土器
蓬

ナデ タテヘラケズリ 10YR5/3
1こ式ミ1,ヽモ雪緩

驚
良好

弥生土器
赳 造 十黒

4
タテヘラケズリ,指頭圧 指頭圧,ナデ 7 5YR6/4

に 式ミLヽ緒

密
7=・ 尋

良好

弥生土器
型 強 十 里

4
タテヘラケズリ,指頭圧 指頭 圧 ,ナデ 5YR6/4

ff式ミ1ヽ差旨

やや密
7T・ 蝙 ユ

良角

弥生土器
型 疸 十 里

タテヘラケズリ ナ デ 5YR6/6
繕

やや密
房〒・ 阜

良痴

弥生土器
剋塩土器

指頭圧 ナ デ 2 5YR6/6
繕

やや密
石・長

良

弥生上器
製焦土器

指頭圧 ナデ 10YR7/4
にぶい責精

隔

石 ・ 尋
良好

弥生上器

製塩土器
3 1

指頭圧 ナデ 10YR7/3
にぶい責構

密
刀

=・
編 ユ

良好

弥生上器

甕
1

ナデ

凹線1条

指頭圧,ヨコヘラケズリ 7 5YR5/6
日日瑠目

やや密

〃〒・ Fヨ
良増

弥生上器

菱

夕,ハケ
凹繰1条

マメツ 2 5YR5/6
BR素 想

やや密
百 ・ Fユ

良

弥生土器

甕

粗いタテハケ ナ デ 5YR6/6
繕

賢

千〒・ 星
良好

弥生土器

警

マメツ マメツ 2 5YR5/6

明赤褐

やや粗
石・長

良

弥生土器

甕
1

マメツ マメツ 10YR5/4

にぶい黄褐

蛮

石・儒
良好

弥 生土器

姦

マメツ 板ナデ 2 5YR6/6
緒

やや 密

″

=.f子

良
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郎生 上器

解

マメツ マメツ と5Y5/2
啓匝昔

0や油
F・尋

良

郎生土器

審

マメツ マメツ 5YR6/6

時

0や密
FF・辱

良好

弥生土器
蓋

マメツ マメツ 7 5YR5/4
1「 黛 i、瑠目

やや雹

F・ 二
良

242
弥生上器
蓬

タテハケ ヨコハケ,指頭圧 10R5/6
未 'や

密
F・ F事

良

弥生土器

警

タテハケ ナデ 7 5YR6/4
1=ミミ:、鸞旨

やや密
F.Fユ

ミ好

と4コ
麻生土器

密

指頭圧 脂頭圧 5YR5/3
1■ 劇 、柔 燿

やや密
言 .堀 子

良

麻生土器 140 ヨコハケ ヨコヘラケズリ後指頭圧 ;YR5/2
tIP娘

やや粗
EI.三 良

ぷ生土器
塞

タタキ後タテハケ ヨコヘラケズリ 75YR6/4
f― ミ::、搭

0や粗
F・尋

良

弥生土器
蓬

タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 10YR6/4

にぶい黄経

0や粗
厨・尋

良

弥生上器
奎

タテハケ後タテヘラミガキ タテヘラケズリ後指頭圧 10YR6/4

にぶい貴橙

eゃ粗
F・ 阜

良好

弥生土器
蓋

]コハケ後タテハケ タテヘラケズリ 7 5YR6/4
に貞ミLu書

やや粗
F・ 尋

良好

弥生上器
審

マメツ マメツ L5YR6/4

=Aミ
tヽ繕
やや密
腐・尋

良

麻生土器 ヨコハケ後タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 10YR7/3
1「 ミIヽ昔焙

やや粗
FT・ 堀 ユ

良好

ホ生上器
盛

,テハケ タテヘラケズリ後ヨコヘラケズリ !5YR6/8
悟

やや粗

FF・ 唱 }
主好

ホ生上器
塞

マメツ 指頭E ,YR6/6

時
やや粗
子守・ 蝙 ユ

表好

弥生土器
蓬

軍メツ 脂頭圧 25YR5/6
1Bキ想

0や粗
FT・ 三

良

弥生上器
基

マメツ タテヘラケズリ 7 5YR7/6
鱈

やや粗
Ff・ニ

良

麻生 上器

窪

タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 2 5YR4/4
1■ ミミ1、キ想

やや粗
FT.F事

良

か生土器

屋頸壺

マメツ マメツ 5YR5/6
nB柔 旭

やや密
言 ,F≧

良

麻生 土器

屠電 喜
120

マメツ マメツ 5YR6/8
緒

やや密
FT・ 尋

良

弥生土器

岳噸 恙

ナデ ナデ 5YR5/6

明赤褐

ρや 密

写・旱
良

弥生上器
尋 輛 恙

,テハケ
,、ケ 隋依 I=士ス古‖空 ▼

ナデ,指頭圧 75YR6/4
1-ミ:I、 掛

0や密
F・早

良好

弥生上器
歓

マメツ マメツ 7 5YR6/4
f― ミlt、Ⅲ髯

0や召
良

262
弥生土器
鉄

ナデ ナデ 5YR5/6

現赤褐

やや密
F・尋

良好

ホ生土器
汰

ヨコハケ後タテハケ 指頭圧,ナデ 7 5YR5/4

にぶい褐

やや密
FT・辱 良好

か生土器
瞭

ヨヨハケ後タテハケ ナデ 5YR5/6

障

やや密
宙・尋

良好

弥生土器
鉄

282 ヨコハケ ナデ 10YR6/2
匝昔想

やや密
石 ・ f妻

良

弥生土器
鉄

ヨヨンヽケ 板ナデ ど5YR5/6 やや密
石 ・ 唱 ユ

主好

弥生土器
鉄

ヨコハケ タテハケ後タテヘラミガキ 75YR6/4
1=ミミI、繕

0や密
属・三

婁好

麻生土器
汰

タテヘラケズリ後タテハケ
腟 耐 薩 お 勃 I難造

タテハケ後タテヘラミガキ ;YR5/4

こべい未福
0や密
FT・阜

良好

麻生土器
尊杯

ナデ ナデ 5YR5/6

羽未掲
やや粗
FT・ニ

良好

沐生土器

雪林
260 脂頭ナデ ナデ 2 5YR5/6

BE未 想
やや粗
F.F子

醍好

弥生 土器

盲 林
260 指頭圧 マメツ 5YR6/4

1=ミミ1、 共き

やや粗
百 .蝙 子

貫好

弥生 土器

富林
246

'テ

ヘラミガキ タテヘラミガキ 25YR5/6
DBキ旭

ρや 杷

呵 ,ニ
婁好

弥 生土器

宮林

マメツ マメツ ;YR6/4
… ぐ I、 搭

0や粗
ET.尋 良好

ホ生土器
三林

マメツ マメツ ;YR5/6
]日 キ 娠

0や杷
良好

ホ生土器
雪林

ヨコヘラミガキ ナデ後タテヘラミガキ 5YR6/6
階

eゃ雷
F・ 尋

良好

弥生上器
首 涼

マメツ マメツ 7 5YR6/3

にぶい褐

岨

FT・ 尋
良

弥生土器
盲 林

片デ

九線1条

タテヘラミガキ後ヨコヘラミガキ,ヨコヘラケズリ 5YR6/6
障

やや粗
F・ 尋 良

応生土器
雪林

マメツ マメッ ,YR4/4

=黛 I、柔想
やや粗
石 ・ 蝙 ユ

良
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弥生土器

菖林
901 ア ナテ 10YR6/4

にぶい黄橙

0や密
F・旱

良

小生土器

欝杯

マメツ
,中綿3姿 凹緯2条 円形スカシ6方

ナデ 7 5YR6/6
捨

・■
FT・尋

良

麻生土器

雲林

ナデ
flq綿 ク姿

ヨコヘラケズリ
'5YR4/2下想

やや密
FT・三

良

麻生土器
雪林

ナデ
田 杉 ,h゛ ″つ柄 1韓

ヨコヘラケズリ ;YR5/6

明赤褐

やや粗
FT・尋 良

赤生土器
駄

ンテヘラミガキ
'テ

ヘラミガキ,指頭圧 10YR5/4
1「 ミい昔想

『
写・ 尋

主好

弥生土器
歓 'テ

ヘラケズリ後ヨコヘラケズリ 指頭圧,ナデ後ヨコハケ 7 5YR6/4

にぶい緒

やや密
写・ニ

良

弥生土器
嵌

438
マメツ ヨコヘラケズリ後タテヘラミガキ後ヨコヘラミガコ75YR5/4

1■ 黛 I、想

0や密
F・尋

良好

弥生土器
鉄

ナデ ナデ !5YR5/6
旧キ烙

0や密
Ff・三

鼠好

ぷ生土器
泳

ヨコハケ ヨコハケ 10YR6/3

にぶい責橙

やや密

酢 長
良

応生土器

誅

ヨコハケ ナデ 75YR6/4

にぶい橙

9や密
FT.F三

良

弥生土器

鉢

ヨコハケ ナデ 10YR6/4

にぶい黄糟

F
FT・ 早

主好

小生上器

沐
280

ヨコハケ ナデ 2 5YR6/4

にぶい赤褐

やや 密

言 .==
良

麻生土器

盟常 十黒

タテヘラケズリ ナデ 10YR5/3
にミ Lヽ昔椙

0や粗
F・早

良

体生土器
型焦 十黒

マメツ マメツ 5YR6/6
搭

eゃ粗
良

ホ生上器 タテヘラケズリ ]コハケ ,YR6/6
膳

0や池
良

ホ生土器
型伯 +黒

タテヘラケズリ 板ナデ後指頭ナデ ;YR6/4

=ミ
ミLヽ措

やや粗
良

弥生土器
型 塩 十 雲

ンテヘラケズリ ナデ ,5YR6/4

=くい歳彗
0や粗
守・尋

良

弥生土器
型 と 十 聖 'テ

ヘラケズリ ナデ 5YR6/4
にぶい搭

0や粗
呵・尋

良

麻生土器
型と キ 里

タテヘラケズリ マメツ 5YR5/4

=黛
I、未 爆

0や粗
F・星

良

杯生土器

製塩上器

タテヘラケズリ ナデ 5YR6/4
こぶい橙

0や密
FT・三

良

服⊆工希

製塩土器

ンテヘラケズリ マメツ 「5YR6/4

=ミ
ミ1、 1き
9や租
Ff・阜

良

沐生上器

製塩土器 'テ

ヘラケズリ ヨコハケ
'5YR6/6磨

やや粗
FT,堰 ユ

良

弥生上器

弛蕉 十黒

清頭圧 ナデ 10YR5/2
正 善 想

やや密
Ff・ F事

主好

TI生土器
製塩土器

マメツ マメツ 7 5YR6/8
捨

やや粗
石 .三

良

廊生土器

里侑 十果

マメツ マメツ 7 5YR6/6
搭

0や粗
FT・ 阜

良

ぷ生土器
型ね 十黒

タテヘラケズリ,指頭圧 ナデ 5YR6/4
1… 劇 幣ヽ

,や杷

「

.F子
良

弥生土器
型 焦 十黒 'テ

ヘラケズリ,指頭圧 ナデ ,YR6/4

こぶい橙

やや粗
F・ 尋

良

弥生土器
餌 焦 十黒 'テ

ヘラケズリ.指頭圧 ナデ,指頭圧 ;YR5/4
こ点い未綱

やや粗
良

麻生土器
製色 十黒

タテヘラケズリ ナデ 7 5YR7/6
緒

やや粗
写・尋

良

麻生土器
型七 十 里

タテヘラケズリ,指頭圧 ナデ,指頭圧 '5YR6/6
替

0や杷
F・尋

良

祢生土器
型 tt+聖

ンテヘラケズリ,指頭圧 ナデ,指頭圧 '5YR6/6
書

eや粗
F・ 尋

良

ホ生上器
型伯 +聖

ンテヘラケズリ,指頭圧 タテハケ
'5YR6/3
=ミ
ミ1ヽ
'日

やや粗
FT・尋

良

ふ生土器
型伯 十 里

タテヘラケズリ マメッ 10YR4/3
1「 ミ L、書想

やや粗
言 ・ 唱 ユ

良

杯生土器
型偕 十 哭

タテヘラケズリ マメツ 10YR4/3
にぶい音褐

やや粗
病 ・ 編 ま

良

1

ぷ生土器
製塩土器

タテヘラケズリ,指頭圧 脂頭ナデ 7 5YR7/3

にぶい棒

0や粗
F・三

良

弥生土器

製塩土器

タテヘラケズリ,指頭圧 ナデ 10YR6/4
1=劇 、告 悟

,や密
F・ 尋

良

弥生土器

製塩土器 'テ

ヘラケズリ ナデ
'5YR6/4
=ヾ 1ヽ搭 'や

粗
F.堀 〕

良

弥生上器

製塩 十果

タテヘラケズリ,指頭圧 指頭ナデ 7 5YR6/4

にぶい橙

やや粗
言 .F子

良

ホ生土器
型侑 十黒

タテヘラケズリ,指頭圧 マメツ 7 5YR4/4

掲

やItl
.F子

艮

ホ生上器
型侑 十黒

タテヘラケズリ,指頭圧 阪ナデ,指頭圧 7 5YR7/4
1-ミミIヽ悟

0や杷
F・ 阜

良
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弥生主喬

製塩 上器

ヌテヘラケズリ ナデ 7 5YR5/3

にぶい掲

eや祖
F・ 三

良

ホ生上器
赳綸 十署

″テヘラケズリ,指頭圧 ナデ 5YR6/3
1=ミミ1、焙

0や粗
FT・ 阜

良

祢生土器

製塩上器

タテヘラケズリ,指頭圧 皆頭圧 10YR7/4
「
=黛 1、告 港

やや粗
F・阜

良

弥生上器

弛塩 十果

タテヘラケズリ ナデ
'5YR6/8
善

やや粗
F・ F子

良

弥 生上器

型焦 十黒

タテヘラケズリ,指頭圧 オデ ,YR6/4
-ミtIヽ捨 'や

粗

=.三
良

ふ生土器
型歯 十黒

タテヘラケズリ,指頭圧 ナデ 75YR6/4
にぶい橙

0や粗
写・尋

良

麻生上器
型侑 十哭

タテヘラケズリ,指頭圧 軍メツ ,YR6/6
階

ρや相
写・尋

良

称生土器
型歯 十里

タテヘラケズリ,指頭圧 ナデ 10YR5/4
'こ式ミIヽ淀雪纏

やや粗
良

麻生上器
剥造 十哭 'テ

ヘラケズリ,指頭圧 ナデ 生5YR6/3

=式
ミ1ヽユ西ミ
0や粗
FT・ 尋

良

杯生主器

梨端 土器

ヌテヘラケズリ,指頭圧 脂頭圧 「5YR6/4
rミミtヽ焙

0や粗
酢長

良

弥生上器
赳 伯 十 里 'テ

ヘラケズリ,指頭圧 ナデ Ⅳ

苺 'や
粗

F・ 辱
良

胚生土器

剋焦 土黒

タテヘラケズリ,指頭圧 タテハケ
'5YR5/2
下超

,や密
F・ 鼻

良

麻生上器
赳七 十 聖

100
タテヘラケズリ,指頭圧 肯頭ナデ ,YR5/6

調赤褐 'や
粗

FT・ 阜
良

麻生土器
型七 十 里

タテヘラケズリ ナデ 「5YR6/3
こぺい福

0や粗
写・阜

良

麻生上器
赳玲 十黒

情頭圧 ナデ 5YR7/6
階

0や密
呵・ 阜

良好

ホ生土器
赳埠 十黒

オデ,指頭圧 ナデ 10YR4/1
想 匝

0や粗
EI.三 良

亦生土器
赳焦 十果 'テ

ヘラケズリ,指頭圧 タテハケ,ヨコヘラケズリ 7 5YR5/4
1=黛 I、想

0や冒
F・阜

叉好

弥生土器

型練 十繋 'テ

ヘラケズリ,指頭圧 指頭圧
'YR6/6き

0や粗
F.三 艮

弥生土器

製塩土器

ナデ,指頭圧 召眼 すす ,YR5/4

こぶい赤褐 斡
・長
９

巨
主好

小生土器

型愴 十黒

タテハケ後指頭圧 悟頭圧 ,YR7/6

磨

ρや杷

〒・尋
良

体生土器

赳七 十黒 'テ

ヘラケズリ後タテハケ ヨコハ ケ後 語 顕 l■ ,YR7/6
磨

0や密
写・尋

史好

,40
麻生土器

座

ナデ ナデ 7 5YR6/3
にべい緒

0や密
写・尋

貫好

麻生上器

睦

タテハケ タテヘラケズリ 25Y5/1
筈F

やや密
貫好

ホ生土器
懸 'テ

ハケ後タテヘラミガキ タテヘラケズリ iYR5/3

こく Lヽ未綱

やや密
F・ 尋

ミ好

麻生土器
蜜

ナデ,ハケ タテヘラケズリ 生5YR6/6
番

0や雹
F・尋

婁好

麻生土器
磨

ヨコハケ ナデ 10YR6/4
1fミ L、昔緒

母

FT・尋
良好

麻生土器
磨

タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 ,YR5/4
r黛い未掴

やや粗
腐・尋

良好

麻生土器 タテヘラケズリ,ハケ ンテハケ ;YR6/6
賠

露
良好

ホ生土器
塞

アテハケ
と計前お宝子I

タテヘラケズリ
'5YR4/38

晉

写・尋
良好

ホ生土器
療

7メツ マメツ 7 5YR4/6
想

0や粗
〔・三

良

弥生土器
蓋

マメツ タテヘラケズリ 10YR4/2
匝 告 想

0や粗
F・三

主好

胚生上器 マメツ マメツ 10YR3/1
望 握

やや密
FT・ 三

史好

麻生土器 タテヘラミガキ マメツ
'5YR4/2
下 旭

やや粗
F・ 三

良

杯生 土器

籐

マメツ 七頭圧 10R5/6
柔 'や

粗
守・ 阜

良

ぷ生土器
磨

マメツ マメツ ;YR5/6

羽未禍

L
守 .三

良

不生土器 タテヘラケズリ 阪ナデ 7 5YR5/4
1-ミミIヽ刻目

0や粗
Ef.阜 ミ好

小生土器 ,テハケ タテヘラケズリ 上5YR7/4
こ黛 しヽ緒

ρや 粗
貫好

小生 上器

蜜 "テ

ヘラミガキ タテヘラケズリ,指頭圧 15YR4/1
日臣

0や密
酢長

ミ好

麻生上器

窒

軍メツ タテハケ ,YR6/4

こぶい橙

Pや密
F・ 辱

良好

ホ生土器 タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 ,YR4/3

=黛
い宗娼

,や冒
F・ 尋

良好
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359
弥生 土器

牽

タテハケ ヨコヘラケズリ後指頭圧 ,YR6/6

書

9や杷
F・三

主好

弥生土器
塞

板ナデ タテヘラケズリ 10YR7/4
1=ミミIヽ告 絶

eゃ租
Ff.F三

婁好

称生土器
笙

タテハケ タテヘラケズリ後指頭圧 ,YR6/4
-ミ tiヽ士毒

やや粗
F.F三

良

ホ生土器
需

七頭圧 ナ デ 10YR7/3
「―ミt:、モ占Ⅲ旨

やや粗
良好

ホ生上器 ンテヘラケズリ ナ デ ,YR5/6
調未綱

やや密
良好

弥生土器
蓄

悟頭圧 指頭圧 ;YR5/6
羽未桐

やや粗
房耳・ 蝙 ヨ

良好

弥生上器 ,テハケ
■虚隣の最‖離痛

タテヘラケバリ ;YR5/8
調未濯

やや粗
扉〒・ 尋

良好

弥生土器
差

そメツ マメツ 7 5YR5/4
ff式ミIヽ力涯爵

やや粗

石 ・ F子
良

体生土器 タテハケ
博 谷 竜

ナデ
陸合 宿

5YR4/6
未想

0や密
F・星・色・亘

良好

麻生土器
讐

マメツ マメツ 7 5YR5/4

にぶい掲

0や粗
F・三

良

麻生土器 マメツ ヨコヘラケズリ 25Y4/4
にぶいホ褐

やや粗

F・ 三
良

麻生土器 粗いタテハケ ナデ 5YR6/4
1■ミミ1、措

やや密
F・ 阜

良好

ぷ生上器
密

粗いタテハケ マメツ
'5YR6/4
=ミ
ミI、 1き

やや密
F.唱 ユ

良

弥生土器
差

236 粗いタテハケ ンテヘラケズリ後ヨコヘラケズリ ,YR6/6

時

やや密
F.f事

良好

弥生土器
基

タテハケ
壱田 杉 お 址 十 希 BI付 ,

ヨコヘラケズリ 7 5YR5/4
1=ミミIヽ想

0や密
写 .三 良好

弥生土器
蓋

,テハケ タテヘラケズリ ;YR5/6
1R未掲

0や密
Ef.三 .奎 ミ好

375
弥生土器
奎

150
マメッ マメツ 7 5YR5/6

日日渕目

0や密
Ef.三 良

弥生土器

富 林
200

マメツ マメツ 7 5YR7/6
搭

0や粗
F.三 良

体生土器
ヨ林

230
マメツ

宛線 1条

マメツ
'5YR5/4
こAミしヽオ島

督

FT・ 尋
良好

ホ生土器
雪泳

220 タテハケ マメツ 10R5/6
素

やや粗
F・尋

良

ホ生土器
型蕉 十黒

ンテヘラケズリ ナデ
'5YR6/4
こミ Lヽ緒

やや密
FT,尋

良

380 弥
生土器
鯉 歯 十黒 'テ

ヘラケズリ 板ナデ 7 5YR5/4

にくい親

やや密
F,尋 良好

弥生土器
製 造 キ 黒 'テ

ヘラケズリ ナデ 7 5YR6/4 やや密
良

麻生土器
型伯 十 里

タテヘラケズリ,指頭圧 者頭圧 10YR6/3
にぶい責糧

やや密
石 ・ F子

良好

麻生土器
型塩 +聖

マメツ マメツ 5YR6/6
指

0や密
S・長

良

麻生土器
赳佳 十 里

タテヘラケズリ
隆 合 唐

ナデ 7 5YR5/3

にぶい掲

0や密
F・尋

ミ好

ホ生土器
型佳 十 製

タテヘラケズリ ナデ 7 5YR7/4

にぶい精

0や密
F・ 三

婁好

ホ生上器
梨撫 十器

タテヘラケズリ,指頭圧 指頭ナデ 5YR5/8 やや粗

F・ 尋
良

弥生土器
型 に +製

タテヘラケズリ 7メツ 7 5YR6/6
悟 'や

粗
吾・ 捐 ユ

良

388
弥生土器
型 佐 +聖

タテヘラケズリ,指頭圧 者頭圧 ,5YR6/4
こAヽしヽオ書

0や密
写・ 三

良好

弥生上器

警

タテハケ タテヘラケズリ ,5YR5/3

=黛
1、 超

やや密
〔・ニ

良

廊生土器
盛

タテヘラミガキ タテヘラケズリ 5YR4/6

未楊

0や密
F.星 良

麻生土器 ナデ 指頭 圧 7 5YR6/4
1=ミミIヽ■彗

0や密
R.阜 史好

弥生上器

床□志

ナデ後タテヘラミガキ

喜合痛

一アナ

道

頭

合

指

連

,YR5/3
-ミttヽキ旭

やや粗
F,F≧

良好

弥生土器
警

ナデ ナデ 10YR5/3
1-ミミI、モ占え目

やや密
F.E

良好

麻生上器 タテヘラミガキ 指頭圧 ,YR4/4
-ミ:1、 キ 胴

阻
良

麻生土器 マメツ 指頭圧 25YR6/6
倦

やや密
良好

ホ生土器
室林

指頭圧後板ナデ ナデ,ヨコハケ 7 5YR6/6
緒

やや 密

石・尋
良好

摂恵器
床芸

コ転ナデ 回転ナデ N6/0
匠

雷

FT,尋
良好

須恵器
係 芸

回転ナデ 回転ナデ N6/0
臣

晉

F「・辱
史好
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須息希

杯

目私すテ,ヘラ切り
″樫

回転ナデ
IIP想

Ч6/0

天

雪

FT・ 尋
良好

400
須恵器
平 輛

7
コ転ヘラケズリ 回転ナデ Ч5/0

火

雪

F・ 尋
良好

須恵器 IBI転ナデ 回転ナデ Ч6/0

医

至

百 ・ 堀 子

婁好

弥生土器
議

タテハケ ヨコヘラミガキ 7 5YR5/3

にぶい褐

やや密
石 ・ fユ

譴好

麻生土器 ミガキ状の板ナデ 脂頭ナデ 7 5YR5/4
1=ミ I、想

0や密
ET.三 良好

104
麻生上器
窪

マメツ マメツ 2 5YR5/6
BR未 想

里

FT・ ミ
史好

上師器

渦
420 悟頭 圧 ヨコハケ

盛 谷 痘

7 5YR7/8
告 烙

eゃ租
Ff・ 三

良好

凍思器

杯

回転ナデ 」転すア N6/0

阪

F
F.Fユ

主好

上師器

甕

指頭圧後タテハケ後ヨコハケ ナデ 10YR5/4

にぶい黄褐 'や
密
g.尋 ミ好

土師器

不

マメツ マメツ と5YR6/6
階

やや密
F・ 尋

良

土師器

係

マメツ ナデ ,YR3/3
務繕

やや密

FT・ 尋
良好

土師器

係

マメツ マメツ 7 5YR8/6
機普緒

ρや 密

写・辱
良好

土師器

皿
13 ナデ,ヘラ切り

ナデ Z5YR6/6
隆

0や密
}長 良好

土師器
皿

ナデ ナデ 7 5YR7/6
緒

母

FT・ 尋
良好

上師器
m

片デ,糸切り ナデ !5YR6/6
寺

雪

F・ 尋
良好

土師器
m

ナデ,糸切り ナデ
'5YR7/6
書

露

F・ 尋
良好

1
土師器
m

17 ナデ,糸切り ナデ
'YR6/6俸

賢

F・ 三
良幻

土師器 ナデ,ヘラ切り ナデ 生5YR6/4
■ミミ1、港

蟄

富 ・ 埠 ユ
婁好

土師器
Ell

ナデ ,糸切 り ナ〒 ,YR6/6
階

雪
FT.堀 ユ

婁好

上師器

皿

ナディヘラ切り ナデ 7 5YR6/6

橙

蟄

百・長
良好

主帥 孫

皿

″ア1糸 tJJり ナ デ 軒
橙

4
巨・長

良好

上師器
Ell

ナデ,糸切り ナデ 5YR6/6
簿

蛮

F.卓 良好

興思器

賄

マメッ マメツ 25Y8/1
正 rR

雪

Ff.卓
罠好

422 瓦器
練

マメツ マメッ N5/0
F

露
FT・尋

主好

主帥希

婉

マメツ マメツ 10YR3/1
里幅

督

F・ 尋
ミ好

磁器
m

青磁和,高合無釉 青磁釉 7 5GY7/1

BR経 阪
召

司安窯系
良好

磁器

碗

青磁釉

結琶牟

奇磁釉 75Y6/3
井lJ―ブ書

密

僧泉窯系
良好

滋器

商

青磁釉,高台無釉
泊種 牟

青磁釉 2 5GY6/1
井 II_→ 匝

督

宿鼻窒 素
良好

敵器

南

青磁釉
皓蓮弁

毒磁釉 10Y5/2

オリーブ灰
雪

償泉窯系
良好

磁器
柿

等磁釉 青磁釉
萱 芹 す

「5Y6/3
}リーブ費

蛮

i貴臭窯系
良好

磁器

肺

手磁釉
寓要牟

青磁釉 ,Y6/4

オ!〕一ヴ昔
密
嶺泉豊系

良好

厳器
腕

毒磁釉
着華牟

青磁釉 と5GYG/1
オリーブ灰

密
韮臭睾系

良据

敵器
腕

奇磁釉
航目文

青磁釉
沈繰 1条

75Y7/2
匝 白

密
司害室素

主好

麻生上器
塞

マメツ
飾 焙 首 鶴 寸

マメツ 5YR5/6
aH素想

甲やおH
言 .埠 ≧

ミ好

ホ生土器
塞

220 房ア ハ グ

臨舛 T ttf=士 ス 古‖空 寸
ヨコヘラミガキ 25Y7/4

豊 善

で
F・三

良好

弥生土器
虚 口 串

ナデ
狙 注 子 守

ナデ 10YR4/2
匪 書 起

eゃ省
F.F≧

良

弥生土器
占 口 慕

ナデ
[隆 命 前 お 田 7,柏 報ヽ

ナデ 7 5YR7/6
措

eゃ省
F,埠 子

良好

弥生土器

警

マメツ

焼成前の芽乳

マメツ 2 5YR5/8

田未禍

電

FT・ 尋
良

杯生上器

密

軍メツ マメッ 10R4/4
未綱

やや粗
7〒・ 尋

良

杯生土器

警

タテヘラミガキ ナデ ;YR5/6

明赤褐

やや粗
7〒・ 尋

良好
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弥生土器

輩

タテヘラミガキ 旧頭圧 10R5/8

赤

雪

F・ 尋
良好

弥生土器
基

タテヘラミガキ ナデ 10YR4/3
trミ 1、昔潅

やや粗
FT・尋

良好

弥生土器

姦

タテヘラミガキ 指頭圧
15YR5/4

=ミ
ミ1ヽ
'日

至

F・ 尋
良好

弥生土器

養

タテヘラミガキ ナデ 5YR4/6

赤掲

やや密
F・ 尋

良好

弥生土器

甕

マメツ ナデ 10R4/8
柔

やや粗
百 ・ 壻 ユ

良

弥生土器

恙

ナデ ナデ,指頭圧 10YR5/3

にぶい責福

やや粗
石 .F子

良好

445
弥生土器
締 tI童

方テ

声吐実文 焼 成後 の穿 孔 上器転用

ナデ 5YR6/6
烙

驚

==.三

良好

446 須恵器
宮 林

1
回転ナデ 回転ナデ 25Y8/2

正 白

密

率〒・ 阜
良好

須恵器
帝

回転ナデ 回転ナデ 7 5YR6/1

F
密
石・長

良好

興思器

不

回転ナデ 回転ナデ 5Y8/1

匠白

やや密
FT・尋

良好

上 師 器

皿
232 ナデ,ヨコヘラミガキ ナデ,暗文 2 5YR6/8

橙

璧

F・ 尋
良好

土師器

警
5
ナデ タテヘラケズリ後指頭圧

善 合 黛

2 5YR5/6
田未幅

やや密
7〒・ 尋

良好

上師器

密
7
阻いタテハケ タテハケ後指頭圧 7 5YR5/4

tr^ミ t、 ,日

やや密

石・長
良好

上師器
●B 438 タテハケ後指頭圧 ナデ,指頭圧 7 5YR6/6

繕

やや密
石 ・ F子

良好

土師器
●B

タテハケ 脂頭圧後板ナデ 10YR6/4
1=ミい音 耀

,や密
F・ 尋

良好

弥生上器 220 ナデ
fln短 1塞

脂頭圧後タテハケ 2 5YR7/2
匝 昔

,や密
F・ 尋

翼好

弥生土器

蓬
240 タテハケ

「Im簸 食塞
ナデ ,YR5/4

=黛
1、柔 経 'や

粗

F・ 三・色
良好

弥生土器
恣

タテヘラミガキ タテヘラミガキ,指頭圧 10YR6/3
にぶい首縫

やや密
富 ・ 唱 ユ

良好

弥生土器 マメツ マメツ 7 5YR5/6
日日理目

阻

宙 ・ Fユ
良好

弥生土器
帯

マメツ マメツ 25Y7/1

灰白

租

石・長
良好

弥生 上 番

塞

マメツ マメツ 7 5YR7/6

橙

租

石・長
良好

小生 主 器

盛

マメツ マメツ 5YR7/6
緒

やや 杷

″守・ F三
良好

麻生土器
盛

タテヘラミガキ マメツ 10YR7/2
に栄い首耀

やや 杷

F.堀 三
良

弥生土器
型 七 十 里

ナデ ナデ 10YRG/2
匿音幅

やや密

百・尋・角
良好

弥生土器

製塩土器
1

マメツ マメツ 10R5/4
未綱

督

FT・ 尋・色
良好

弥生土器
赳 I● 十 里

3 1

マメツ マメツ 10YR5/2
匝昔綱

密

石・長・角
良好

弥生土器

型惰 十黒

マメツ
連 合 厳

マメツ 7 5YRG/3

にぶい橙

eや密
府・尋・色

良好

弥生土器

製靖 十果

マメツ マメツ 25Y6/2
F昔

雪

「

.二 .魯 良好

弥生土器

型蕉 十黒

マメツ マメツ Z5YR5/4
r黛に、未粧

賢

FT・ 尋・色
良好

弥生土器

製歯 十巣

マメツ マメツ 25Y6/2
匝書

やや密
石・尋・色

良好

弥生土器
製 蕉 十哭

マメツ マメツ 2 5YG/1
告F

やや密
石・尋・色

良好

弥生土器
製 伯 十 繋

マメツ マメツ 10YR6/2
靡 昔 想

やや密
石・三・色

良好

ホ生土器
型塩 十 里

マメツ マメツ 7 5YR6/3
1=黛 t、退

露

石・尋・色
良好

弥生土器
型 七 十 里

マメツ マメツ 10YR6/2
匝 苦 旭

やや 密

石 .阜・色
良好

弥生上器
営 妹

マメツ マメツ 75R4/4
1=ミtiヽ未

阻

F,蝙 き
良好

須恵器
芸

2
回転ナデ 回転ナデ Ч5/0

硬

やや粗
言 ・ F子

良好

須思器
芸

回転ナデ 回転ナデ N5/0 蜜

子〒 .阜
良好

須恵器
lTh

回転ナデ 回転ナデ 5Y6/1

灰

踏

百,長
良好

須恵器

不

マメツ マメツ N7/0

灰白

eや密
F・ 旱

良好

須息器

不
17
マメツ マメッ 10YR6/4

にぶい黄糧

踏

FT・ 尋
良

-78-



漠忌希

平瓶

」転すす 回転 ナデ N6/0

灰

f‐
lf‐ l密

石・長
良好

上日巾希

渦

マメツ マメツ 7 5YR5/3

にぶい掲

咀

F・ 尋
婁好

土師器
鍋

ヨコハケ 板ナデ 5YR4/4

にぶい赤褐

0や粗
巨・長

農好

土師器

謁

脂頭ナデ と5YR5/6
彊キ旭

9や杷
F.三 良好

土師器
鍋

指頭ナデ ;YR5/6

凋赤褐

9や本Ц
百・長

良好

484
主印希

杯

ナデ ナデ 5YR5/6

匿

4
Ff・旱

良好

猥 思希

不

回転ナデ ,ヘラ切 り 回転ナデ Ч6/0

灰

F
写・尋

主好

上師器

不

ナデ ナデ 7 5YR7/4
にく Lヽ緒

璧
ET.尋 良好

主帥孫

杯

マメツ マメツ 10YR5/3

にぶい責裾
雪

FT・ 尋
良好

主帥希

不

マメツ マメツ ど5Y4/1
皆匝

4
FT・尋

良好

土師器

係

マメツ マメツ 10YR3/3

浅黄橙

露

FT・尋
良好

上師器
Ell

ナデ ナ デ 10YR8/2
匠 白

口や 密

FF・ 辱
良好

上師器

Ⅲ

ナデ ナデ 7 5YR7/4

にぶい精
賢

百 ・ fユ
良好

上師器
m

ナデ ナ デ 10YR6/2
匝 昔 温

露

F〒・ 三
良好

土師器
皿

マメツ マメツ 10YR4/3
にぶい昔糧

露

Fマ・ 星
主好

上師器
皿

ナデ ナデ 7 5YR6/3
1=黛 1、退

晉

FT・尾
良好

磁器
満

長石釉,高台無釉 民石釉 10Y8/1
F凸

密
ヨ磁

良好

磁器

碗

青磁釉,高台無釉
結 遭 牟

青磁和 75Y5/3

灰オリージ
賢

籠泉窯系
良好

隔前焼

橿鉢
300 ナデ ナデ

層目

7 5YR5/4

にぶい褐

F
百・長

良好

盾前焼

層鉢

ナデ デ

ロ

ナ

琶

2 5YR6/6

捨

4
EF・ 早

主好

土師器

羽釜

マメツ 軍メツ 10YR5/2
匿昔幅

旦

FT・ 尋
翼好

主印語

不

ナデ ナデ !5Y8/2

天白

璧

FT・ 辱
良好

土師器

不
11
マメツ マメツ 7 5YR7/4

にくにヽ緒

F
F・尋

良好

上師器

渦

旨頭ナデ 10YR7/1
腰白

やや密
FT・尋

良好

上師器

渦

情頭ナデ 25Y8/2
匝白

やや密
石 ・ fユ

良好

主帥希

鍋

悟頭ナデ 榔
噛

やや粗
病 ・ 雫 妻

良

505
主 帥 希

鍋
7
悟頭ナデ 10YR6/2

灰黄褐

やや粗

石・長
良好

金属器観察表

番弓 器種
法量 (cm)

特 徴
長 幅 厚

子 先端部 は細くなるが ,丸みを掃びている。

睡管吸 日 ,F常に薄いつくり。側部にバリ反残る。
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器種 石材
法量 (cm)

特 徴
幅 重 量

石鏃 けヌカイト コ基式。片面より調整。

石庖丁 サヌカイト 11 加工時に破損あるいは再利用で削器として使用したと考えられる。

石槍 サヌカイト 427 刃部は両面より調整。先端部破損後左側縁部を敵打し石包Tとして再利用。

磨製石庖T 緑泥片岩 刃部は欠損しており不明。紐部の円孔は両面より穿孔。

石 核 チャート 自然面1面を残し,3面に剥離面を持つ。

砥 石 粘板岩 826 罠方形になると考えられ,前面に擦痕が見られる。

砥 石 砂岩 4626 面面とも擦痕が見られる。上面は被熱により赤変している。

石 皿 砂 岩 366E 平坦面側に擦痕が見られる。上面は被熱により赤変している。

石庖T 流紋岩 砥石を転用。

1 削器 サヌカイト 側縁部に自然面を残す。刃部は片側より調整。

磨石 花商岩 4105 全面に擦痕が見られる。被熱により赤変および黒変している。

石 皿 砂岩 上面に擦痕が見られる。全体に被熱により赤変している。

石 皿 砂岩 25000 上面に擦痕が見られる。全体に被熱により赤変している。

百鏃 サヌカイト 凹基式。片面より調整。

1 石鏃 サヌカイト 基部欠損。剥片を利用し,刃部の細かい調整はほとんどしない。

1 石鏃 サヌカイト 凸基式。両面より調整。

Sl 石鏃 ケヌカイト 先端部と基部を欠く。剥片を利用し,刃部の細かい調整はほとんどしない。

石鏃 サヌカイト 凸基式。両面より調整。

石槍 サヌカイト 先端部と基部を欠く。両面より調整。

削器 サヌカイト 則縁部に自然面を残す。刃部は両面より調整。

削器 サヌカイト 則縁部に自然画を残す。刃部は剥片をそのまま利用。

当1器 サヌカイト 剥片を僅かに調整し刃部をつくる。

削器 けヌカイト
主要剥離面は調整しない。裏面は自然面を残し,打点付近を敲打によりつぶしを行なつてい
ス

石虐T サヌカイト 両側縁部は欠損。背面は敲打されており,刃部は両面より調整。

肖1器 サヌカイト 3 剥片を僅かに調整し刃部をつくる。

石庖丁 サヌカイト 側縁部に挟りをもつ。背面は敲打されており,刃部は両面より調整。

石庖T サヌカイト 長方形を呈すると考えられる。両面より調整。

石庖T サヌカイト 則縁部に快りをもつ。背画は敲打されており,刃部は両面より調整。

削器 サヌカイト 1 440 背面から両側縁部にかけて敲打痕が見られ,わずかに刃部の調整が見られる。

石鏃 サヌカイト 有茎式。先端部欠損。大まかな調整が両面から施されている。

石鍬 サヌカイト 両側縁部に敲打痕が見られる。刃部と基部は欠損。
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写 真 図 版
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写真l I～ Ⅲ区調査区全景 (南から)

V～ Ⅵ区調査 区全景 (西 か ら )
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写真3 Ⅱ oⅢ 区調査前全景 (西 から) 写真4 1区 完掘状況 (東 から)

写真5 SH呵 1001完 掘状況 (西 から) 写真6 SDl1 008土 器出土状況 (南から)

写真 7 SKl101 2完 掘状況 (西 から) 写真 8 SKl101 3・ 1呵 014完掘状況 (東 から)

Iヽ観 IⅧ‐ I^  ■|くIT芽 傘う |!|す|,‐■理と後 娩」蘭ば選轟鵡源麟露慾

写真9 Ⅲ区NR31001掘削風景 (北から) 写真10 ■区西壁断面 (北 から)
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図 版 3

写真1l Ⅲ区NR31001完掘状況 (西から) 写真12 Ⅲ区NR31001土器出土状況 (東から)

写真13 V区西壁断面 (南 から) 写真14 VoV区 完掘状況 (北から)

写真15 SH42001完 掘状況 (南 から) 写真16 SH42002完 掘状況 (東 から)

写真17 SH 42003。 SB 42003完 掘状況 (南 から) 写真18 SB42001半 裁状況 (南から)
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麹

写真21 SB 42002完掘状
"と

(:慕 から)

iギォ:.1生i工f募帯工f
→ヽ i ″
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図 版 5

写真27 SK42063断 面 (南東から) (北東から)

写真29 SK42063土 器出上状況 (北東から)

写真31 SK42063土 器出土状況 (東 から)

写真30 SK42063土 器出土状況 (南から)

写真33 SK42063平 面図作成風景 (北東から)

写真32 SK42063土 器出上状況 (西から)

写真34 SK42063完 掘状況 (東から)
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写真35 SK42063下 部遺構 (北西から) 写真36 SK42063土 器出土状況 (南 から)

写真37 SK42063土 器出土状況 (南から)

写真39 SK42063土 器出土状況 (南から)

写真38 SK42063土器出土状況 (東 から)

写真40 SK42063土 器出土状況 (北から)

写真41 SK42063土 器出土状況 (北 から) 写真42 SK42063土 器出土状況 (西から)
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写真43 SK42063土 器出土状況 (西 から) 写真44 SK42063土器出土状況 (北から)

写真45 SK42063土 器出土状況 (北から) 写真46 SK42063土 器出土状況 (南から)

写真47 SK42063土 器出土状況 (西から)

写真49 SK42063土 器出土状況 (東 から)

写真48 SK42063土 器出土状況 (北 から)
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写真50 SK42063炭 化材検出状況 (南から)



写真52 SK42068土 器出土状況 (西から)

写真53 SB 41 001完 掘状況 (北西から) 写真54 V区作業風景 (東 から)

写真55 V区 完掘状況 (東 から ) 写真56 SH 53001完掘状況 (西 から)
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写真58 SH 53001壁部分断面 (北から)


